
1988年6月18日第三種郵便物認可 毎月 1回20日発行

［月刊］

I 
ピース

通巻128号／1997.1.20 定価100円 I 
I 

自衝隊の海外派兵を食い止め、大幅軍糖を！

米軍基地を撤去しよう！

反核運動を継練し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

キャッチピースの自治体アンケートで判明〇詳細次号

米軍、全土に低空飛行ルート 沖
縄
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

特
集
号

0
（
予
稿
集
）

l●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）勝t軍備ネットワーク
！ 個人 1口1000円個人 1口 500円 3000円
！ 団体 l口2000円団体 l口1000円

！ （会費は本紙講読料を含みます）



一
月
二
十
五
日
に
沖
縄
で
の
脱
軍
備
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
チ
ピ
ー
ス
全
国
会
議
に
合
わ
せ

て
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
基
地
は
い
ら
な
い
、

ど
こ
に
も
」
が
開
催
さ
れ
る
。

一
昨
年
九
月
か
ら
の
約
一
年
近
い
反
基
地
運

動
の
大
き
な
う
ね
り
が
、
先
月
十
二
月
二
日
に

出
さ
れ
た
日
米
両
政
府
の
S
A
C
o最
終
合
意

を
如
何
に
乗
り
越
え
て
突
き
進
む
か
が
問
わ
れ

て
い
る
時
、
今
回
の
沖
縄
で
の
開
催
は
、
実
に

タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
い
。

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
が
九
二
年
に
反
ト
マ
か
ら

再
出
発
し
た
時
に
、
六
つ
の
キ
ャ
ッ
チ
・
コ

ピ
ー
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
コ
ピ
ー
i
は
、

報
告
⑰

「
沖
縄
か
ら
」

「
沖
縄
ボ
イ
ス
」

編
集
委
員

伊
波
洋
一

（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
前
沖
縄
中

部
地
区
労
事
務
局
長
）
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辺込立二上ーも某地止い
こ
の
月
刊
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
表
紙
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の

中
の
「
米
軍
基
地
を
撤
去
し
よ
う
」
と
い
う
こ

と
が
主
な
課
題
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

今
回
の
沖
縄
県
民
に
よ
る
米
軍
基
地
問
題
解

決
を
求
め
る
う
ね
り
は
、
圧
倒
的
な
米
軍
基
地

の
存
在
に
よ
る
基
地
被
害
問
題
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
の
発
展
を
阻
害
す
る
米
軍
基
地
の
在
り

方
、
軍
事
占
領
の
継
続
に
等
し
い
基
地
強
制
使

用
問
題
、
米
軍
人
・
軍
属
に
よ
る
事
件
・
事
故

被
害
問
題
、
軍
隊
の
構
造
的
な
女
性
に
対
す
る

性
暴
力
の
問
題
な
ど
が
問
わ
れ
、
沖
縄
県
民
の

犠
牲
の
上
で
し
か
成
り
立
た
な
い
日
米
安
保
の

現
状
や
冷
戦
後
の
新
し
い
安
全
保
障
の
枠
組
み

や
侶
頼
醸
成
の
在
り
方
を
再
検
討
す
る
べ
き
時

代
が
到
米
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

私
達
を
含
め
た
市
民
平
和
運
動
の
側
も
、

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
掲
げ
て
い
る
コ
ピ
ー
「
市

民
の
平
和
政
策
を
提
起
し
よ
う
」
と
「
草
の
根

の
国
際
共
同
作
業
を
進
め
よ
う
」
と
い
う
課
題

を
米
軍
基
地
問
題
に
本
格
的
に
展
開
す
る
べ
き

時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
全
国
会
議
で
は
、
そ
の
よ
う
な
検
討
も
含

め
て
全
国
各
地
の
皆
さ
ん
と
共
に
沖
縄
の
米
軍

基
地
問
題
に
お
い
て
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
深

?

J
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目次

沖縄から（伊波洋一）

ヤマトの各地から

•佐世保（篠崎正人） 7 

・岩国（田村順玄） 9 

・呉（湯浅一郎） l l 

・低空飛行の現場（東條雅紀） l2 

・厚木（金子ときお） 1 4 

•横須賀（新倉裕史） l 6 

・相模原（沢田政司） l 8 

•横浜ノースドック l 9 

（沢田政司）

・上瀬谷（田巻一彦）

•横田（遠藤洋一）

•三沢（伊藤裕希）

ACSAと日米共同作戦

（青木雅彦）

思いやり予算への異議

9 6年の原潜（篠崎正人）
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●昨年九月に沖縄で起きたアメリカ兵による女

子小学生暴行事件は、敗戦から半世紀がたつ今

も、沖縄が未だ占領時代そのままであり、米軍

基地が住民の人権と生活権を脅かすことなしに

存在しえないという問題を白日の下にさらけだ

しました。沖縄の現実は、全国各地の米軍基地

がある町、三沢、横田、横須賀、岩国、呉、佐

世保などでも姿を変えて日々繰り返されていま

す。

●今回のキャッチピース全国会議は、安保の屋

台骨をゆりうごかした震源地であり、基地が集

中する沖縄で、オープンフォーラムを中心に開催す

ることにしました。沖縄に持っていけるヤマト

側の運動はできていないという気後れはありま

す。しかし、だからこそ全国の報告と沖縄から

の報告を折混ぜながら具体的課題についての討

論をすることが今こそ必要なのだと考えまし

た。基地監視の全国的なネットワークづくりや

海兵隊の撤退に向けた取り組みなどを沖縄の

人々とともに考え、一歩を踏みだしてみたいと

思います。
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沖
縄
基
地
問
題
、
こ
の
一
年

一
昨
年
の
少
女
暴
行
事
件
に
対
し
、
八
万
五

千
人
の
沖
縄
の
人
々
が
県
民
抗
議
集
会
に
参
加

し
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
を
全
国
的
に
再
認

識
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
テ
レ
ビ
の
討
論
会
や

全
国
紙
な
ど
マ
ス
コ
ミ
で
毎
日
の
よ
う
に
米
軍

基
地
や
日
米
安
保
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

漫
然
と
日
米
安
保
を
受
け
入
れ
て
き
た
全
国
各

地
の
多
く
の
人
々
に
日
本
に
駐
留
す
る
米
軍
と

米
軍
基
地
に
関
心
を
持
た
せ
、
疑
問
を
抱
か
せ

た

[

)

さ
ら
に
昨
年
九
月
に
沖
縄
で
行
な
わ
れ
た
全

国
初
の
県
民
投
票
で
投
票
者
の
約
九
十
％
、
有

権
者
の
五
十
三
％
四
十
八
万
二
千
五
百
三
十
八

人
が
「
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
」
と
「
日
米
地

位
協
定
の
見
直
し
」
に
贄
成
し
、
現
状
の
米
軍

基
地
に
ノ
ー
の
意
志
を
明
確
に
示
し
た
。

一
方
、
日
米
両
政
府
は
普
天
間
飛
行
場
の
全

面
返
還
を
含
む
十
一
施
設
の
返
還
を
合
意
し
、

様
々
な
予
算
措
置
を
ち
り
ば
め
た
沖
縄
振
典
策

を
提
示
し
て
、
日
米
両
政
府
が
既
に
合
意
し
た

在
日
米
軍
兵
力
の
現
状
維
持
の
方
針
を
守
り
通

そ
う
と
し
て
い
る
C

そ
れ
は
同
時
に
、
す
べ
て
の
返
還
施
設
の
代

一
名
、
荷
台
の
九
名
が
投
げ
出
さ
れ
て
、
何
台

も
の
救
急
車
が
行
き
交
う
事
故
と
な
っ
た
＞

さ
ら
に
、
十
二
日
に
は
F
A
1
8
D
ホ
ー
ネ
ッ

ト
戦
闘
機
が
那
覇
市
の
西
十
キ
ロ
に
四
百
五
十

キ
ロ
爆
弾
を
投
棄
す
る
事
故
が
あ
っ
た
。
米
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
国
務
長
官
が
遺
憾
の
意
を
表
明

し
、
そ
の
後
の
日
米
に
よ
る
捜
索
で
発
見
し
回

収
さ
れ
た
。

十
六
日
に
は
水
陸
両
用
人
員
・
物
資
輸
送
車

(
L
A
R
C
)
二
台
が
、
訓
練
中
に
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
プ
沖
で
の
訓
練
中
に
故
障
し
沈
没
し

た
。
乗
組
員
は
救
助
さ
れ
た

c

)

県
内
移
設
反
対
の
県
民
大
会

十
二
月
二
十
'
-
日
に
「
基
地
の
整
理
・
縮
小

を
求
め
県
内
移
設
に
反
対
す
る
県
民
大
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

準
備
期
間
が
短
か
く
マ
ス
コ
ミ
も
極
め
て
冷

淡
に
し
か
報
道
し
な
か
っ
た
の
で
、
参
加
者
が

少
な
く
な
る
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
一
―
―
•

二
一
県
民
大
会
は
前
回
の
一

0
・
ニ
―
県
民
大

会
と
同
じ
宜
野
湾
市
の
海
浜
公
園
広
場
を
＾
畜
砺

に
行
な
わ
れ
、
百
二
十
四
参
加
団
体
で
約
二
万

二
千
人
の
参
茄
者
と
な
っ
た
（
）

本
土
マ
ス
コ
ミ
の
一
部
や
軍
機
関
誌
星
条
旗

は
、
一
昨
年
の
八
万
五
千
人
が
結
集
し
た
一

め
て
い
き
た
い
3

替
施
設
を
日
本
政
府
が
沖
縄
県
内
で
新
規
に
建

設
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
米
軍
に
と
っ
て
老
朽

化
し
た
施
設
を
最
新
の
も
の
に
裏
莉
す
る
こ
と

で
も
あ
る
。

洪
水
の
よ
う
な
沖
縄
振
興
策
の
提
案
を
含
む

日
本
政
府
の
対
応
に
対
し
て
、
沖
縄
県
の
大
田

知
事
は
九
月
の
県
民
投
票
直
後
に
軍
用
地
強
制

使
用
の
代
理
署
名
拒
否
の
姿
勢
を
転
換
し
て
公

告
縦
覧
代
行
を
実
施
し
た
後
、
普
天
間
基
地
の

北
部
地
域
へ
の
移
設
を
も
容
認
す
る
か
の
よ
う

に
県
内
移
設
問
題
へ
言
及
せ
ず
橋
本
総
理
と
の

蜜
月
関
係
を
内
外
に
示
し
た
の
で
、
県
民
の
多

く
が
逆
に
チ
ル
ダ
イ
（
無
気
力
）
を
感
じ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
一
年
以
上
も
続
い
た
反
基
地
運
動

の
う
ね
り
は
、
高
校
生
を
含
む
若
者
達
に
基
地

問
題
を
自
覚
さ
せ
る
な
ど
着
実
に
輪
を
拡
げ
て

い
た
。

・
県
内
の
各
高
校
で
模
擬
県
民
投
票
を
行
な
っ

た
高
校
生
達
が
昨
年
十
月
末
に
大
田
知
事
の
縦

覧
代
行
を
問
う
「
県
民
投
票
っ
て
な
ん
だ
っ
た

の
」
と
い
う
公
開
討
論
会
を
行
い
、
十
一
月
に

入
っ
て
、
高
校
生
十
三
人
と
大
学
生
四
人
が
そ

の
報
告
の
た
め
に
大
田
知
事
と
会
見
し
、
二
十

分
の
予
定
を
大
幅
に
超
過
し
て
一
一
時
間
の
大
激

論
を
行
な
っ
た
C

高
校
生
達
や
大
学
生
達
に
大
田
知
事
を
乗
り

0
．
一
―
-
大
会
と
の
参
加
者
数
の
比
較
を
王
に

報
道
し
た
が
、
沖
縄
県
議
会
の
全
与
党
会
派
、

米
軍
基
地
を
抱
え
る
十
市
町
村
を
含
む
十
二
市

町
村
自
治
体
、
連
合
沖
縄
と
県
労
連
な
ど
の
労

働
団
体
、
生
協
や
各
種
業
者
組
合
、
各
種
市
民

運
動
団
体
が
参
加
し
た
の
で
、

S
A
C
o最
終

墾
口
に
対
す
る
沖
縄
県
民
の
拒
否
を
示
す
極
め

て
意
義
あ
る
集
会
と
な
っ
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
次
の
五
項
目
で
あ

る。

m基
地
の
整
理
縮
小
を
実
現
し
、
日
米
地

位
協
定
を
全
面
的
に
見
な
お
せ
！
②
基
地
の
強

化
・
固
定
化
に
つ
な
が
る
県
内
移
設
を
や
め

よ
ー
・
③
軍
用
地
返
還
で
、
市
町
村
、
地
主
、
基

地
従
業
員
の
立
場
を
尊
重
せ
よ
！
④
米
軍
の
規

律
綱
紀
を
粛
正
し
、
事
件
・
事
故
を
根
絶
せ

よ
！
⑤
米
軍
基
地
の
永
続
使
用
に
つ
な
が
る

強
制
使
用
手
続
き
の
国
移
管
を
や
め
よ
！

こ
れ
ら
の
五
項
目
の
要
求
は
、
日
米
両
政
府

と
S
A
C
o最
終
報
告
へ
の
沖
縄
県
民
の
怒
り

の
表
れ
だ
と
い
え
ょ
う
。

九
六
年
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
沖
縄
県
民
が

県
内
移
設
反
対
の
県
民
大
会
を
成
功
さ
せ
た
意

義
は
、
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
十
二
月

二
日
の

S
A
C
0最
終
報
告
で
基
地
問
題
を
終

わ
ら
そ
う
と
す
る
日
米
両
政
府
に
対
し
て
、
仕

切
り
直
し
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
た
。

移
設
反
対
の
県
民
大
会
の
準
備
が
進
む
十
二

月
九
日
、
大
田
県
知
事
は
米
国
内
で
四
年
毎
の

米
軍
兵
力
見
直
し
が
九
七
年
中
に
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
合
わ
せ
て
在
沖
海
兵
隊
の
削
減
を
強
く

求
め
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

十
二
月
児
議
会
で
の
代
表
質
問
や
一
般
質
問

に
答
え
る
前
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
通
告
し
て
い
た
「
在
沖
米
軍
の
兵
力
削
減

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
私
の
代

表
質
問
に
も
「
基
地
の
整
理
縮
小
と
あ
わ
せ
、

県、
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
意
志
が
芽
生
え
て
い
る

こ
と
を
示
す
会
見
と
な
っ
た
。

ま
た
、
各
地
の
県
内
移
設
先
か
ら
の
大
き
な

反
対
の
声
と
迅
速
な
反
対
運
動
も
、
こ
の
一
年

の
運
動
の
う
ね
り
の
成
果
と
い
え
よ
う
。

特
に
、
普
犬
間
飛
行
場
の
代
替
施
設
に
9

い

て
は
一
一
転
三
転
し
、
沖
縄
本
島
東
方
海
岸
沖
に

海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
を
建
設
す
る
こ
と
で

S

A
C
o最
終
報
告
は
合
意
さ
れ
た
が
、
住
民
か

ら
は
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
を
容
認
す
る
声
は

聞
こ
え
な
い
。

し
か
し
、
地
元
北
部
の
建
設
業
者
組
織
が
ゼ

ネ
コ
ン
や
造
船
業
界
に
対
抗
し
て
―

1
0
一
五
年

ま
で
に
撤
退
す
る
こ
と
を
条
件
に
海
上
基
地
で

は
な
く
埋
め
立
て
に
よ
る
代
替
飛
行
場
建
設
を

打
ち
出
し
た

C

}

ま
た
、
宜
野
座
村
漁
協
長
も
―
二
月
中
旬
に

代
替
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
誘
致
を
打
ち
あ
げ
て
地
元

住
民
か
ら
総
反
発
さ
れ
、
翌
日
に
は
撤
回
し

こ。
ナ，

漿
内
移
設
を
容
認
す
る
側
も
、
決
し
て
安
全

保
障
の
た
め
で
は
な
く
、
公
共
工
事
や
漁
業
権

補
償
な
ど
経
済
的
な
利
益
を
考
え
て
の
こ
と
の

ょ
う
だ
(
2

米
軍
の
事
故
が
年
末
の
十
二
月
は
相
次
い

だ
（
：
十
日
の
未
明
、
大
型
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
が

カ
ー
プ
で
横
転
し
て
標
識
な
ど
に
衝
突
し
死
亡

私
は
事
務
局
を
担
当
し
た
た
め
、
大
会
事
務

局
を
所
属
す
る
県
議
会
内
「
結
の
会
」
会
派
室

に
置
い
て
当
日
は
大
会
の
司
会
を
務
め
た
。
大

会
で
は
、
桃
原
正
賢
宜
野
湾
市
長
や
新
川
秀
清

沖
縄
市
長
、
渡
久
地
連
合
沖
縄
会
長
の
ほ
か
女

性
代
表
で
高
里
鈴
代
さ
ん
、
高
校
生
代
表
は
大

田
知
事
と
の
会
見
に
参
加
し
た
二
人
の
女
生
徒

が
挨
拶
し
た
、

漁
業
協
同
組
合
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
披

露
さ
れ
た
。
最
後
に
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
も
行
な

わ
れ
た
。

参
加
し
た
多
く
が
年
末
の
慌
た
だ
し
い
中
で

の
大
会
成
功
に
ホ
ッ
と
し
、
こ
れ
で
年
を
越
せ

る
と
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

海
兵
隊
削
減
を
要
求
ヘ

5
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大
型
艦
船
の
修
理
、
佐
世
保
で
始
ま
る

オ
ー
バ
，
ー
ホ
ー
ル
中
の
強
襲
揚
陸
艦
ベ
ロ
ーI

ウ
ッ
ド
を
乗
せ
る
浮
ド
ッ
ク
「
さ
が
み
」
（
石
川

島
播
磨
重
工
所
有
）
が
昨
年
ト
ニ
月
一
二
日
に
入

港
し
、
翌
四
日
、
佐
憔
保
港
内
で
ベ
ロ
ー
ウ
ッ

ド
の
上
架
作
業
と
岸
壁
へ
の
曳
航
作
業
が
行
わ

れた（） 低世保
長崎県

●海兵隊の補給拠点

篠崎正人
市民ネットワークさせほ

県
内
に
駐
留
す
る
米
軍
の
削
減
を
求
め
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
進
さ

せ
た
い
」
と
答
え
た
。

そ
の
後
、
大
田
知
事
は
何
度
も
海
兵
隊
の
削

減
を
求
め
る
発
一
日
を
行
っ
て
い
る
c

一
月
八
日

に
は
岡
本
行
夫
首
相
補
佐
官
が
海
上
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
含
め
た
県
内
移
設
へ
の
協
力
を
求
め
た
の

に
対
し
、
大
田
知
事
は
「
県
民
の
関
心
は
基
地

縮
小
で
あ
り
、
兵
力
削
減
が
な
け
れ
ば
理
解
は

得
ら
れ
な
い
。
十
一
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
移
設

条
件
付
き
で
、
県
内
で
の
『
た
ら
い
回
し
』
と

い
う
嫌
な
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
＞
目
に
見
え

る
形
で
縮
小
さ
れ
な
い
と
、
県
民
は
代
わ
り
映

え
し
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
」
と
述
べ
、

政
府
に
対
し
初
め
て
兵
力
削
減
を
要
請
し
た

L

)

大
田
知
事
の
兵
力
削
減
要
求
に
対
し
て
、
日

本
政
府
は
戸
惑
い
を
隠
せ
ず
、
さ
っ
そ
く
久
間

防
衛
庁
長
官
が
一
月
十
四
日
に
米
国
に
兵
力
削

減
を
求
め
な
い
と
述
べ
、
池
田
外
相
と
同
日
会

談
し
た
米
国
下
院
ス
ペ
ン
ス
安
全
保
障
委
員
長

か
ら
も
米
軍
十
万
人
体
制
を
今
世
紀
中
維
持
す

る
こ
と
を
表
明
し
た
C

同
日
来
県
し
た
白
川
自
治
相
も
、
来
年
度
か

ら
新
た
に
措
置
さ
れ
る
基
地
所
在
市
町
村
へ
の

基
地
関
係
費
百
五
十
樟
円
の
半
額
七
十
五
位
円

を
沖
縄
県
内
に
措
置
す
る
こ
と
を
大
田
知
事
に

通
知
し
た
。

岡
本
行
夫
首
相
補
佐
官
も
十
四
日
に
来
県
し

て
講
滅
し
、
普
天
間
の
代
替
施
設
の
県
外
移
設

の
可
能
性
を
否
定
し
、
海
兵
隊
削
減
も
今
年
の

削
減
は
な
い
と
述
べ
た
。

一
方
、
十
三
日
に
東
京
で
行
な
わ
れ
た
「
日

米
安
全
保
障
関
係
の
再
構
簗
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
東

京
会
議
」
で
宝
珠
山
昇
•
前
防
衛
施
設
庁
長
官

は
、
沖
縄
で
の
基
地
提
供
の
困
難
さ
を
理
由
に

海
兵
隊
本
土
移
転
を
提
唱
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
米
国
の
兵
力
削
減
検
討
に
対

し
て
大
田
知
事
が
在
沖
米
軍
の
削
減
を
求
め
る

こ
と
に
対
し
、
日
本
政
府
は
強
い
危
機
感
を
抱

い
て
い
る
。

海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

県
は
、
海
兵
隊
の
削
減
を
米
国
政
府
に
求
め

る
た
め
に
一
一
月
初
旬
に
東
門
副
知
事
と
女
性
グ

ル
ー
プ
を
米
国
に
派
遣
し
て
要
請
行
動
を
行
な

わ
せ
、
四
月
初
旬
に
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

使
節
を
米
国
に
派
遣
し
た
後
、
四
月
中
旬
に
大

田
知
事
も
六
度
目
の
渡
米
を
し
て
海
兵
隊
の
削

減
を
要
請
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
動
き
に
連
動
さ
せ
て
、
市
民
平

「
さ
が
み
」
の
借
り
上
げ
料
は
一
八
億
円
と

か
。
も
ち
ろ
ん
（
腹
立
た
し
い
こ
と
に
！
）
米

軍
へ
の
思
い
や
り
予
算
で
日
本
国
民
が
負
担
す

る。
グ
ア
ム
の
艦
船
修
理
施
設
が
九
六
年
九
月
末

で
事
実
上
閉
鎖
さ
れ
、
西
太
平
洋
地
域
で
は
、

も
は
や
頼
り
は
日
本
国
内
の
修
理
施
設
だ
け
と

な
っ
た
米
海
軍
に
と
っ
て
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク

(
s
s
k第
三
ド
ッ
ク
）
か
浮
き
ド
ッ
ク
の
違

い
は
あ
れ
、
横
須
賀
に
加
え
て
佐
世
保
で
大
型

艦
を
修
理
で
き
る
施
設
を
使
用
す
る
実
績
を

作
っ
た
こ
と
は
、
米
海
軍
関
係
者
に
と
っ
て
は

「
大
成
功
」
（
艦
船
修
理
部
担
当
者
）
だ
っ
た
よ

う
だ
。今
回
の
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
修
理
着
工
を
機
会
と

し
て
、
米
海
軍
艦
船
修
理
部
が
七

0
年
代
初
頭

の
様
な
規
模
で
佐
世
保
基
地
に
復
活
す
る
と
は

思
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
そ
こ
の
修
理
能
力

を
持
ち
、
横
須
賀
基
地
が
持
つ
高
い
修
理
能
力

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
修
理
確
保
と
い
う
初
期
の
目

的
は
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
九
七
米
会
計
年
皮
（
九
七
年
末
ま

で
）
中
に
戦
力
の
再
配
偏
が
構
想
さ
れ
る
可
能

和
運
動
の
側
も
連
携
を
取
り
つ
つ
、
国
会
や
政

党
、
政
府
へ
の
働
き
か
け
る
運
動
強
化
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
米
国
や
ア

ジ
ア
各
国
を
含
め
、
国
際
的
な
平
和
運
動
組
織

と
も
連
携
を
取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に

、
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
問
題
や
兵
力
削
減
問
題
で

は
米
国
内
の
平
和
運
動
団
体
と
の
連
携
を
実
現

す
る
必
要
が
あ
る
。

軍
用
地
強
制
使
用
の
公
開
審
理
も
二
月
二
十

一
日
か
ら
始
ま
る
が
、
五
月
卜
五
日
の
期
限
切

れ
ま
で
に
公
開
審
理
は
終
わ
ら
ず
、
違
法
占
拠

状
態
が
各
地
で
起
こ
る
こ
と
は
必
至
の
状
況

だ
。
沖
縄
の
基
地
問
題
は
日
米
安
保
問
題
や

安
全
保
障
政
策
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
米
軍

に
よ
る
占
領
状
態
の
継
続
で
沖
縄
住
民
の
人
権

と
財
産
権
及
び
環
境
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
尚
一
層
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
C

今

年
は
、
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

な
が
ら
兵
力
削
減
を
求
め
る
大
き
な
う
ね
り
を

内
外
に
創
り
だ
し
て
い
き
た
い
。
◆
◆

性
が
あ
り
、
戦
力
配
備
見
直
し
の
規
模
に
よ
っ

て
は
佐
世
保
を
母
港
と
し
て
い
る
揚
陸
艦
の
配

備
変
更
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
が
佐
世
保
基
地
の
縮
小
あ
る
い
は

返
還
（
ま
た
は
増
強
）
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か

は
判
断
で
き
な
い
。
）
戦
力
を
後
方
に
移
動
し
、

緊
急
時
に
兵
力
展
開
を
容
易
に
す
る
た
め
艦
船

修
理
を
含
ん
だ
補
給
機
能
を
前
方
に
確
保
あ
る

い
は
近
代
化
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
作
戦
艦
船
数
の
縮
小
が
基
地
返
還
に
直
結

す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
は
第
三
ド
ッ

ク
接
収
問
題
や
通
常
は
地
元
の
造
船
所
が
艤
装

用
に
使
用
し
て
い
る
接
収
岸
壁
の
使
用
許
可
問

題
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
佐
世
保
の

中
心
的
な
第
二
次
産
業
（
造
船
業
）
と
第
一
二
次

産
業
（
米
軍
特
需
）
の
間
で
「
経
済
摩
擦
」
が

増
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

西
太
平
洋
地
域
で
進
む
「
補
給
部
豚
」
再
編

の
影
響
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
気
に
な
る
こ
と

グ
ア
ム
基
地
閉
鎖
縮
小
の
影
響
は

7
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が
多
い
：
し
十
二
月
十
九
日
付
け
の
長
崎
新
聞
に

よ
る
と
、
グ
ア
ム
の
米
海
軍
補
給
セ
ン
タ
ー
の

補
給
任
務
が
横
浜
・
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
（
「
ド
ッ

ク
」
は
岸
壁
の
意
）
に
移
管
さ
れ
る

C

)

グ
ア
ム

に
い
る
第
三
事
前
集
積
艦
隊

(
M
P
S
,
3
)

の
運
用
機
能
を
横
浜
に
移
す
と
い
う
こ
と
の
よ

う
だ
。こ
の
こ
と
で
横
浜
の
基
地
従
業
員
は
十
七
名

増
え
る
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
海

上
軍
事
補
給
ル
ー
ト
が
米
本
上
↓
ハ
ワ
イ
↓
グ

ア
ム
↓
東
ア
ジ
ア
（
日
本
国
内
を
含
む
）
各
地
、

と
続
い
て
い
た
も
の
が
、
米
本
土
↓
ハ
ワ
イ
↓

日
本
（
横
浜
）
↓
東
ア
ジ
ア
（
日
本
国
内
を
含

む
）
各
地
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
）

従
業
員
が
十
七
名
増
え
た
と
い
う
だ
け
で
は

な
い
、
戦
略
の
変
更
と
い
う
大
き
な
内
容
を
含

ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
]

米
軍
の
準
機
関
誌
「
星
条
旗
」
に
以
前
書
い

て
あ
っ
た
記
事
で
は
「
グ
ア
ム
の
補
給
施
設
は

西
太
平
洋
の
ハ
ブ
（
中
軸
）
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
」

と
し
て
、
＾
払
茫
J
も
西
太
平
洋
地
域
で
は
グ
ア

ム
が
中
心
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
。
広
大
な
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空
車
基
地
を

持
ち
、
深
い
サ
ン
ゴ
礁
の
入
江
に
は
西
太
平
洋

唯
一
の
原
潜
基
地
が
保
持
さ
れ
て
い
た
状
況
か

ら
す
る
と
、
補
給
部
隊
に
し
て
も
「
太
平
洋
の

ハ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
の
グ
ア
ム
の
位

扱
え
る
ヤ
ー
ド
は
な
い
。
特
に
前
畑
弾
薬
庫
は

近
代
的
な
輸
送
に
は
向
い
て
い
な
い
の
で
、
運

用
回
数
の
減
少
あ
る
い
は
閉
鎖
に
向
け
た
動
き

が
表
面
か
し
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

艦
船
へ
の
弾
薬
補
給
だ
け
で
あ
れ
ば
針
尾
弾
薬

集
積
所
で
ま
か
な
え
る
だ
ろ
う
か
ら
。
針
尾
弾

薬
集
積
所
の
能
カ
ア
ッ
プ
ヘ
向
け
た
計
画
（
も

ち
ろ
ん
費
用
は
日
本
負
担
）
が
進
む
か
も
し
れ

な
い
。と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
様
な
グ
ア
ム
の

米
軍
基
地
の
縮
小
は
、
当
面
は
朝
鮮
半
島
の
不

安
定
な
情
勢
を
理
由
に
、
手
厚
い
「
思
い
や
り

予
算
」
に
守
ら
れ
た
日
本
国
内
へ
の
機
能
移
転

と
い
う
形
態
を
取
る
で
あ
ろ
う
。
横
浜
へ
の
補

給
機
能
の
一
部
移
転
あ
る
い
は
佐
匪
保
基
地
で

の
艦
船
修
理
部
の
復
活
な
ど
、
戦
闘
部
隊
以
外

の
配
置
が
市
民
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
進
め
ら

れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
ま
す
ま
す

活
発
化
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

幸
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
「
追
跡
ー
・
在
日

米
軍
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
出
来
た
の
で
、
情

報
量
も
豊
か
に
な
る
。
）
今
後
と
も
日
本
の
安
全

保
障
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
を
め
ぐ

る
動
き
に
も
注
意
し
な
が
ら
、
佐
世
保
基
地
を

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す

。

◆

◆

・
い
げ

□9
汀
い
汀

私
た
ち
の
住
む
山
口
県
の
岩
国
基
地
も
ま
た
、

普
天
間
基
地
空
中
給
油
機
部
隊
の
移
転
先
と
指

名
さ
れ
話
題
の
多
い
一
年
で
あ
っ
た
。
そ
の

岩
国
基
地
も
昨
今
、
潮
が
引
い
た
よ
う
に
マ
ス

コ
ミ
か
ら
の
話
題
も
遠
の
い
た
よ
う
に
は
見
え

る
が
、
昨
年
士
r
あ
い
つ
い
で
、
こ
れ
か
ら
を
運

命
づ
け
る
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
岩
国
市
民
が
二
九
年
前
か
ら
「
悲

願
」
と
位
置
付
け
た
運
動
を
展
開
し
て
き
た

「
基
地
沖
合
移
設
事
業
」
の
埋
め
立
て
手
続
き

が
完
了
し
て
、
い
よ
い
よ
工
事
が
ス
タ
ー
ト
す

岩国
海兵隊基地 山口直

●「普天間移転」で
揺れる

田村順玄
岩国市職労平和研究所

現
在
、
太
平
洋
地
域
の
補
給
基
地
は
東
ア
ジ

補
給
（
後
方
支
援
）
能
力
拡
大
へ

置
に
変
更
が
あ
る
と
は
当
時
予
想
も
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
。
現
実
に
は
グ
ア
ム
の
経
済

を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
大
変
化
が
起
こ
っ
て
い

る
。
今
夏
人
手
し
た
グ
ア
ム
の
社
会
経
済
状
況

の
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
み
る
と
、
軍
需
産
業
に

代
わ
る
観
光
や
水
産
漁
業
産
業
の
育
成
に
政
府

資
金
が
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
艦
船
修

理
部
の
縮
小
な
ど
米
海
軍
の
リ
ス
ト
ラ
に
伴

い
、
大
羅
の
離
職
者
が
発
生
し
て
い
る
深
刻
な

様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
後
の
兵
力
再
編
に
よ
る
基
地
整
理
と
要
員
の

大
量
人
員
整
理
l
l
解
雇
と
同
じ
状
況
が
グ
ア
ム

に
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

で
は
、
米
軍
は
西
太
平
洋
地
域
あ
る
い
は
東

ア
ジ
ア
か
ら
こ
の
ま
ま
撤
退
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
「
東
ア
ジ
ア
に
十
ガ
四
千
人
の
米
軍
を
配

罹
す
る
」
と
し
た
「
東
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
」
（
通

称
「
ナ
イ
、
レ
ポ
ー
ト
」
）
は
消
ぇ
去
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
を
解
く
カ
ギ
が
横
浜
•
ノ
ー
ス

ド
ッ
ク
ヘ
の
補
給
機
能
の
移
転
で
は
な
い
だ
ろ

f

o
 

っヽカ

ア
に
グ
ア
ム
と
西
ア
ジ
ア
11
イ
ン
ド
洋
に
デ
ィ

エ
ゴ
ガ
ル
シ
ア
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
補
給
基

地
で
太
平
洋
海
兵
隊
（
第
1
•

第
三
海
兵
隊
）

の
緊
急
展
開
物
資
を
保
有
し
て
い
る
。

毎
年
佐
世
保
港
に
入
港
す
る
米
艦
船
の
内
訳

を
見
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
補
給
司
令

部
所
属
と
思
わ
れ
る
米
軍
の
補
給
を
受
け
持
つ

用
船
が
七
i
八
割
を
占
め
て
い
る
。
「
米
軍
基

地
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
る
と
原
潜
や
駆

逐
艦
・
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
な
ど
が
頻
繁
に
入
港
し

て
い
る
よ
う
に
考
え
が
ち
だ
が
、
実
際
は
燃
料

や
物
資
弾
薬
輸
送
な
ど
の
任
務
を
行
ヽ
つ
艦
船
が

佐
世
保
に
入
港
し
て
い
る
。

そ
の
補
給
の
中
軸
を
担
っ
て
い
た
グ
ア
ム
の

基
地
が
閉
鎖
縮
小
さ
れ
、
機
能
の
一
部
が
日
本

に
配
備
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
然
佐
世

保
基
地
の
任
務
に
も
影
響
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ

う
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
c

今
日
の
米
軍
の
補
給
形
態
は
、
「
高
速
、
大

量
遠
距
離
」
移
動
を
基
本
に
し
て
い
召
湾

岸
戦
争
の
と
き
実
証
さ
れ
た
輸
送
の
ハ
タ
ー
ン

で
、
高
速
は
航
空
機
で
、
大
星
は
船
舶
で
遠
距

離
を
移
動
し
展
開
し
よ
う
と
言
う
構
想
で
あ

る。
こ
の
構
想
を
支
え
る
輸
送
形
態
が
「
貨
物
の

コ
ン
テ
ナ
化
」
で
あ
る
が
、
佐
世
保
基
地
の
二

つ
の
弾
薬
庫
に
は
コ
ン
テ
ナ
お
本
格
的
に
取
り

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。
）
い
ま
―
つ
は
、

S
A

C
0
の
最
終
報
告
が
出
さ
れ
、
普
天
間
基
地
所

属
の
空
中
給
油
機
K
C
1
3
0
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー

ス
十
二
機
の
岩
国
移
転
が
正
式
に
明
記
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
岩
国
基
地
沖
台
移
設
事
業
は
、
基
地
の

R
存
在
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
緩
和
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
①
騒
音
の
軽
減
②
逗
旧
走
路
延

長
上
に
存
在
す
る
工
場
な
ど
で
の
事
故
の
回
避

③
跡
地
の
返
還
な
ど
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
運

動
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
れ
は
、
基
地
撤
去
を
求
め
る
革
新
団
体
や

我
々
の
主
張
と
比
べ
れ
ば
よ
り
現
実
的
で
、
知

事
や
市
長
、
経
済
界
や
住
民
組
織
を
巻
き
込
ん

で
長
期
の
運
動
と
し
て
地
元
に
定
着
し
た
。
ニ

一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
海
面
を
埋
め
立
て
、
一
六

0
0億
円
の
思
い
や
り
予
算
を
つ
ぎ
込
ん
で
の

事
業
・
・
地
元
の
潤
う
超
ビ
ッ
グ
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
受
入
れ
ら
れ
、
推
進
さ
れ
て
き
た
。

二
九
年
に
わ
た
る
計
画
の
長
さ
で
、
世

R
界
の
様
相
は
一
変
し
、
今
や
軍
事
的
目

的
よ
り
も
経
済
的
な
側
面
の
強
く
な
っ
た
「
岩

国
基
地
沖
合
移
設
事
業
」
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

こ
れ
に
連
動
し
て
、
地
元
山
口
県
と
岩
国
市
は

埋
め
立
て
用
土
砂
の
採
取
跡
地
の
用
地
開
発
を

企
み

‘
1
0ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
七
五

0
億
円
の

「
愛
宕
山
地
域
開
発
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

，
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ヒ
ロ
シ
マ
は
世
界
で
最
初
の
核
被
害
の
地
と

し
て
世
界
に
向
け
核
廃
絶
を
訴
え
、
平
和
都
市

を
名
乗
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
両
隣
に
は

岩
国
、
呉
な
ど
の
巨
大
な
基
地
群
が
居
座
っ
て

い
る
。
私
た
ち
は
、
そ
の
構
造
か
ら
の
解
放
を

め
ざ
し
て
基
地
の
な
い
ピ
ロ
シ
マ
を
！
創
ろ
う

と
反
基
地
運
動
を
進
め
て
い
る
。
＞
言
う
ま
で

も
な
い
こ
と
だ
が
、
基
地
は
住
民
に
対
し
被
害

と
加
害
の
二
重
性
を
押
し
つ
け
る
構
造
に
な
っ

て
い
る
：
＇
住
民
の
基
本
的
人
権
や
生
活
権
よ
り

も
軍
の
運
用
を
優
先
さ
せ
る
。
；
そ
の
根
拠
が
安

保
、
地
位
協
定
で
あ
る
C

呉
は
、
一
一
（
）
年
ほ
ど
前
に
明
治
政
府
の
富

旦
I●—=—-------凪,1島県
海自と米陸軍の基地群

●ヒロシマと軍都

湯浅一郎
ピースリンク広島・呉・岩国

こ
う
し
て
、
一
方
で
は
普
夫
間
基
地
の

。
空
中
給
湘
磯
部
隊
の
岩
国
移
転
受
入
れ

問
題
が
、
大
き
な
市
民
の
反
対
運
動
に
な
る
べ

き
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
も
沖
合
移
設
事
業
の
待

望
論
に
か
か
き
消
さ
れ
、
受
け
皿
作
り
が
着
実

に
進
め
ら
れ
て
き
た
3

R

_

[

□□
い
言
]□tt

円
を
計
上
し
、
今
年
五
月
頃
に
は
起
工
式
も
行

わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
海
面
の
埋
め
立
て

許
可
が
降
り
た
と
は
い
え
、
八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
の
ぼ
る
藻
場
・
干
潟
の
消
滅
と
い
う
自
然
破

壊
に
対
す
る
解
決
策
は
何
ら
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
見
切
り
発
車
の
様
相
が
強
い
。
ピ
ー
ス
リ

ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
が
岩
国
市
長
に
提
出
し

た
署
名
は
一
万
五
千
を
越
え
た
。
さ
ら
に
約
一

万
人
分
が
集
ま
っ
て
お
り
、
近
く
提
出
す
る
予

定
だ
。
藻
場
消
滅
を
告
発
す
る
カ
ラ
ー
絵
は
が

き
運
動
な
ど
も
近
く
開
始
す
る
C

R
□汀
]
□i
i
]
『
『
喜
勺
い
[
口

組
み
を
強
め
て
い
る
（
〗
特
に
、
超
低
空
飛
行
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
岩
国
基
地
を
発
進
の
現
場

と
と
ら
え
、
広
く
全
国
あ
ち
こ
ち
へ
危
険
を
振

り
ま
い
て
い
る
現
状
を
告
発
す
る

こ
れ
は
、
岩
国
基
地
の
滑
走
路
を
使
用
す
る

航
空
機
の
飛
行
の
記
録
を
克
明
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
整
理
し
て
公
表
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
全
国
八
つ
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
は

ほ
ぽ
明
ら
か
に
な
り
、
飛
行
直
下
の
街
の
住
民

の
記
録
の
取
り
組
み
も
広
が
っ
て
き
た
。

岩
国
市
職
平
和
研
究
所
・
岩
国
市
職
員

R
組
合
は
、
昨
夏
の
市
民
二
万
人
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
や
、
年
末
か
ら
は
「
基
地
苦
情
一

-
0番
」
を
開
設
、
市
民
か
ら
の
生
の
声
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
思
わ
ぬ
内
容
の
多
く
の
問
題

が
、
市
民
生
活
に
存
在
し
て
い
る
事
実
を
認
識

で
き
た
。
又
、
ひ
と
り
で
は
通
じ
な
い
声
が

我
々
の
運
動
を
通
じ
れ
ば
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

判
っ
た
；
今
年
は
こ
う
し
た
市
民
の
動
き
を
ど

の
よ
う
に
運
動
に
結
び
付
け
て
い
け
ば
よ
い
か

が
課
題
で
あ
る
3

基
地
側
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
か
ら
の
情

R
報
の
少
な
い
こ
と
も
大
き
な
問
題
で
あ

・
る
。
市
民
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
ぐ
ら
い
し
か

基
地
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
現
実

で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
実
か
ら
、
岩
国
基
地
の

動
き
や
運
動
の
現
状
、
飛
行
記
録
な
ど
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
広
く
伝
え
て
い
き
た

ぃ
．．． 
こ
の
思
い
が
実
現
し
、
年
末
に
は
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
が
誕
生
し
た
。
自
治
労
山
口
県
本
部

反
基
地
闘
争
本
部
の
ご
支
援
も
頂
き
、
横
田
基

地
・
遠
藤
洋
一
市
議
、
相
模
原
（
厚
木
）
基
地
・

国
強
兵
策
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
人
工
的
な
軍
事
↓

都
市
で
あ
る
。
日
清
、
日
露
戦
争
な
ど
を
肥
や

し
に
太
っ
て
き
た
正
～
戦
後
も
基
本
は
あ
ま
り
変

わ
ら
ず
、
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
糧
に
し
て

経
済
復
興
や
成
長
を
と
げ
、
湾
岸
戦
争
で
は
海

外
派
兵
へ
の
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
だ
（
曲
戦
争
の

く
り
返
し
に
依
存
す
る
体
質
を
構
造
的
に
持
っ

て
し
ま
っ
た
悲
劇
的
な
町
で
も
あ
る
（
＞

(

1

)

海
上
自
衛
隊
の
基
地
群

呉
市
に
は
、
旧
軍
港
市
転
換
法
と
い
う
法
律

が
適
用
さ
れ
、
海
軍
の
街
か
ら
、
平
和
帝
業
港

湾
都
市
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
。
し
か
し
朝
鮮
戦
争
を
契
機
と
し
た
日
本
の

再
軍
備
に
伴
っ
て
、
五
四
年
に
は
海
上
自
衛
隊

が
入
り
込
み
、
旧
海
軍
の
主
要
地
域
に
居
座
る

こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
、
潜
水
艦
、
掃
海
艇
、
護

衛
艦
（
駆
逐
艦
）
、
補
給
艦
、
音
響
測
定
艦
な

ど
四
五
隻
が
配
備
さ
れ
、
総
ト
ン
数
で
八
万
八

千
ト
ン
、
隊
員
も
江
田
島
を
含
め
る
と
一
万
人

（
八
八
(

)

0

人
廿
年
時
点
）
に
も
な
る
。
＞
こ
れ

は
、
全
海
上
自
衛
隊
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
に
当
た

る
。
そ
し
て
八
七
年
の
潜
水
艦
桟
橋
の
新
設
以

来
、
年
代
の
後
半
か
ら
一
貰
し
て
強
化
が
続
い

て
い
る
。
九
二
、
三
年
と
立
て
絞
け
に
音
響
測

定
艦
の
配
備
：
～
九
四
年
、
練
習
艦
隊
「
か
し
ま
」
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金
子
豊
貴
男
市
議
、
佐
世
保
基
地
・
橋
本
純
子

市
穣
に
岩
国
基
地
•
田
村
市
議
の
共
用
ホ
ー
ム

ベ
ー
ー
ジ
で
あ
る
／
｛
各
地
の
軍
事
基
地
情
報
を
伝

え
る
こ
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
は
題
し
て
「
R
I
M

P
E
A
C
E
（
リ
ム
ピ
ー
ス
）
」
在
日
米
軍
の
実

態
に
周
辺
か
ら
迫
り
平
和
を
築
い
て
い
こ
う
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
ア
ド
レ
ス
は
h
t

t

p

:

/

/

www.nmpeace.or.J
p

 

R
”
`
い
]
い
い
い

同
基
地
所
属
の
F
A
1
8
ホ
ー
ネ
ッ
ト
の
沖
縄
で

の
爆
弾
投
下
事
故
な
ど
、
話
題
の
絶
え
な
い
問

題
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
い
よ
い
よ
今
年
は
冒

頭
に
記
し
た
「
沖
合
移
設
事
業
」
の
着
工
、
晋

天
間
基
地
の
空
中
給
油
機
の
受
入
れ
を
地
元
市

長
が
同
意
す
る
こ
と
は
確
実
で
、
い
っ
そ
う
住

民
の
側
か
ら
の
運
動
の
盛
り
上
が
り
が
必
要
に

な
る
。基
地
拡
大
、
永
久
固
定
化
の
元
年
に
な
る
の

か
、
平
和
な
街
つ
く
り
へ
の
転
換
の
糸
口
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
大
き
な
試
練
の
年
で

あ

る

。

◆

◆

が
横
須
賀
か
ら
転
籍
3

九
五
年
、
第
四
護
衛
隊

群
司
令
部
一
び
え
い
」
な
ど
三
隻
が
横
須
賀
か

ら
転
籍
ぐ
九
六
年
度
末
、
昭
和
埠
頭
の
自
衛
隊

へ
の
移
管
替
え
。
こ
の
間
に
、
九
―
•
四
掃
海

艦
隊
の
ペ
ル
シ
ャ
湾
、
九
ニ
・
九
カ
ン
ボ
ジ
ア

p
k
o
派
兵
等
が
く
り
返
さ
れ
た
。
そ
し
て
九

六
年
秋
に
は
、
韓
国
の
練
習
艦
隊
と
の
相
互
訪

問
が
強
行
さ
れ
た
。
九
月
二
日
「
か
し
ま
」
が

韓
国
の
釜
山
に
寄
港
、
十
二
月
十
二
日
に
は
韓

国
軍
艦
が
呉
に
寄
港
し
、
幹
部
候
補
生
同
士
の

交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
u

さ
ら
に
昨
年
六
月
四
日
に
事
故
を
起
こ
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
リ
ム
パ
ッ
ク
な
ど
の

合
同
演
習
に
参
加
し
て
た
：
i
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
締

結
か
ら
な
し
く
ず
し
的
に
米
軍
と
の
軍
事
一
体

化
を
図
り
、
海
外
で
の
行
動
を
含
め
、
多
国
籍

軍
の
一
員
と
し
て
実
践
し
て
き
た

n

)

更
に
イ
！
ジ
ス
艦
「
か
い
ち
ょ
う
」
(
-
九
九

七
）
、
軽
空
母
と
も
言
わ
れ
る
大
型
輸
送
艦
「
お

お
す
み
」
(
-
九
九
八
）
の
配
備
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
「
極
東
有
事
」
を
口
実
と
し
て
韓
国
と
の

連
携
も
含
め
て
、
在
日
米
軍
の
再
編
・
強
化
と
、

自
衛
隊
も
共
に
行
動
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
同

時
に
進
ん
で
い
る
。
呉
の
動
き
は
、
そ
の
重
要

な
一
環
で
あ
る
。
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(

2

)

ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
弾
薬
庫
群

呉
周
辺
に
は
、
旧
海
軍
施
設
の
一
部
を
利
用

し
て
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
第
八
三
秋
月
兵
器
大

隊
の
三
つ
の
弾
薬
庫
群
が
あ
る
。
川
上
（
東
広

島
市
）
、
秋
月
（
江
田
島
町
）
、
広
（
呉
市
）
弾

薬
庫
で
、
計
―
―
一
万
ト
ン
も
の
貯
蔵
能
力
が
あ

る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
全
体
の
紛
争
、
戦
争

に
対
処
す
る
た
め
に
置
か
れ
て
き
た
。
朝
鮮
・

ベ
ト
ナ
ム
・
湾
岸
戦
争
に
は
、
大
量
の
爆
弾
が

持
ち
出
さ
れ
た
C

弾
薬
庫
司
令
官
の
湾
岸
戦
争

の
年
の
年
末
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
、
湾
岸
戦
争

の
年
、
呉
周
辺
の
海
域
に
海
上
保
管
し
て
い
た

前
で
急
上
昇
、
三
機
は
高
知
県
早
明
浦
ダ
ム
方

向
へ
飛
び
去
っ
た
。
何
回
も
低
空
飛
行
を
目
撃

し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
「
い
つ
も
の
ハ
タ
ー

ン
」
の
こ
れ
だ
け
で
は
驚
き
は
し
な
か
っ
た

が
、
突
然
背
後
か
ら
襲
っ
て
き
た
A
6イ
ン
ト

ル
ー
ダ
ー
に
は
鵞
い
た
両
加
佐
半
島
の
太
平
洋

側
を
超
低
空
で
飛
来
し
た
米
軍
機
は
、
半
島
と

平
行
に
飛
行
r

私
た
ち
の
頭
上
を
竿
の
届
き
そ

ラ
な
高
度
で
飛
び
去
っ
た
。
半
島
北
側
を
飛
来

し
た
別
の
一
機
と
「
水
床
荘
」
上
空
で
落
ち
合

い
、
こ
れ
も
ま
た
、
高
知
へ
と
飛
び
去
っ
た
。

腹
立
た
し
か
っ
た
の
は
、
両
機
が
あ
た
か
も

鬼
ご
っ
こ
を
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
か

ら
で
あ
っ
た
。
県
議
会
で
低
空
飛
行
中
止
決
議

を
何
度
も
決
議
し
、
低
空
飛
行
中
止
を
末
め
る

運
動
の
原
動
力
と
な
っ
た
大
田
正
県
議
会
議
員

も
横
で
竿
を
握
っ
て
い
て
、
カ
メ
ラ
を
持
参
し

な
か
っ
た
こ
と
を
悔
し
が
っ
た
。．
 

昨
年
の
来
軍
機
の
飛
来
回
数
は
最
盛
期
と
比

較
し
て
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
一
月
、
四
月
、

七
月
に
計
五
回
八
機
飛
来
し
、
以
後
目
撃
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
年
末
の
―
二
月
九
日
、
一

二
日
、
一
三
日
、
一
八
日
、
二
〇
日
と
再
び
頻

繁
化
し
始
め
て
い
る
つ
ア
ジ
ア
に
何
か
あ
れ

ぱ
、
飛
行
回
数
は
急
激
に
増
加
す
る
；
て
れ
は
、

湾
岸
戦
争
直
前
や
北
朝
鮮
の
核
疑
惑
に
よ
る
朝

徳島
低空飛行の現場

●四国山地を引き裂く
轟音

東條雅紀
米軍機の低空飛行訓練に反対する
貝臣后動手;E

大
量
の
弾
薬
が
い
ち
早
く
砂
漠
地
帯
に
持
ち
込

ま
れ
た
こ
と
を
最
大
の
仕
事
と
し
て
評
価
し
て

い
る
。
こ
の
と
き
、
ビ
ロ
シ
マ
市
内
を
戦
争
向

け
の
爆
弾
が
運
ば
れ
て
い
っ
た
。

呉
で
は
ト
ラ
ッ
ク
や
ハ
シ
ケ
に
よ
る
弾
薬
の

荷
役
・
輸
送
が

H
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
住

民
は
常
に
そ
の
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
｝

米
軍
自
身
が
危
険
度
の
高
い
標
識
「
1
」
の
弾

薬
を
扱
わ
な
い
ほ
う
が
良
い
と
勧
告
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
が
、
は
る
か
横
須
賀
、
佐
枇
保
、

一
二
沢
ま
で
運
ば
れ
て
い
る
゜
沖
縄
的
な
こ
と

は
、
沖
縄
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
の
各
地
に
も
．
 

鮮
半
島
の
爆
撃
を
予
測
し
た
米
軍
の
訓
練
の
激

化
、
飛
行
回
数
の
増
大
に
よ
っ
て
す
で
に
示
さ

れ
て
い
る
。

最
近
、
全
国
の
反
基
地
運
動
を
進
め
る
団
体

と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
様
々
な
有
用

な
情
報
が
手
に
は
い
る
よ
う
に
な
っ
た
C

H

本

全
国
に
「
北
方
」
「
グ
リ
ー
ン
」
「
ピ
ン
ク
」
「
ブ

ル
ー
」
「
プ
ラ
ウ
ン
」
「
オ
レ
ン
ジ
」
「
イ
エ

ロ
ー
ー
」
「
バ
ー
プ
ル
」
の
八
本
の
低
空
飛
行
ル
ー

ト
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
。
昨
年
二
月
に
出
版

さ
れ
た
「
軍
事
同
盟
・
日
米
安
保
条
約
」
（
ク
レ

ス
ト
社
発
行
）
に
掲
載
き
れ
た
一
枚
の
写
真

（
九
三
年
夏
、
米
海
兵
隊
岩
国
基
地
内
プ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）
に
抵
空
飛
行
ル
ー
ト
を
書

き
込
ん
だ
地
図
が
写
っ
て
い
た
こ
と
。
米
軍
の

内
部
文
善
に
書
か
れ
て
い
た
『
N
合
さ
炉
n
si
t
i

v
e

A
r
e
a
s
J
I
の
存
在
＇
，
ー
な
ど
で
あ
る
。

四
国
上
空
に
設
定
さ
れ
て
い
る
「
オ
レ
ン
ジ

ル
ー
ー
ト
」
は
、
一
九
八
七
年
八
月
―
二
目
に
奈

良
県
十
津
川
村
で
谷
に
渡
し
た
林
業
用
の
ワ
イ

ヤ
ー
を
切
断
し
た
米
軍
槻
の
事
故
調
査
報
告
書

か
ら
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
ル
ー
ト

は
和
歌
山
県
潮
岬
か
ら
紀
伊
山
地
に
入
り
、
徳

島
県
阿
南
市
、
那
賀
川
沿
い
の
木
頭
村
、
高
知

県
物
部
村
、
吉
野
川
治
い
に
早
明
浦
ダ
ム
、
愛

緩
県
東
三
方
が
森
を
経
て
岩
国
基
地
へ
向
か
う

コ
ー
ー
ス
C

十
津
川
村
で
事
故
を
起
こ
し
た
後
、

存
在
す
る
一
例
で
あ
る
。

私
た
ち
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る
観
点
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

(

1

)

住
民
の
人
権
、
生
活
権

を
守
る
こ
と
。
基
地
の
存
在
は
必
然
的
に
人
権

侵
害
を
伴
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
人
権
の
視
点
か

ら
基
地
の
現
実
を
見
つ
め
、
そ
の
問
題
点
を
多

く
の
人
と
共
有
す
る
。
例
：
弾
薬
輸
送
に
伴
う

危
険
性
。
低
空
飛
行
、
墜
落
、
騒
音
な
ど
。
(

2

)

税
金
の
使
わ
れ
方
に
こ
だ
わ
る
。
思
い
や
り

予
算
の
使
わ
れ
方
。

(

3

)

平
和
船
団
の
活
用

な
ど
に
よ
り
目
に
付
き
や
す
い
よ
う
に
抗
議
の

意
思
を
表
す
な
ど
の
問
題
提
起
を
す
る
。
v

◆
◆

磯
釣
り
を
好
む
私
に
と
っ
て
徳
島
県
と
高
知

県
境
の
、
太
平
洋
の
波
が
打
ち
寄
せ
ろ
荒
磯
は

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
て
あ
る
゜
桜
の
花
が
咲
く

春
の
真
鯛
、
初
夏
の
イ
サ
ギ
、
秋
の
ハ
マ
チ
、

冬
の
寒
グ
レ
｀
多
種
多
様
な
魚
が
釣
り
人
の
心

と
舌
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の

県
境
一
帯
は
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
ル
ー
ト

『
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
』
の
四
国
へ
の
上
陸
地
点

と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
十
二
月
二
十
日
年
後
三
時
五
分
、
高
度

約
一
五

0
メ
ー
、
ト
ル
で
太
平
洋
す
れ
す
れ
に
飛

来
し
た

F
A
1
8
ホ
ー
ネ
ッ
ト
一
二
機
を
目
撃
し

た
。
背
面
飛
行
や
螺
旋
飛
行
し
な
が
ら
、
海
岸

沿
い
の
高
台
に
立
つ
国
民
宿
舎
「
水
床
柱
」
直

同
村
を
避
け
、
名
称
も
「
レ
ッ
ド
」
か
ら
「
オ

レ
ン
ジ
」
へ
と
変
え
て
い
る
。

飛
来
回
数
は
：
，
八
九
年
1
1
-
0
同
、
九
0
年

l
i
三
九
回
（
高
知
県
本
山
町
五
三
回
）
、
九
一
年

i
i
九
一
二
回
（
同
九
一
回
）
、
九
二
年
1
1
一
六
六
回

（
同
一
九
八
回
）
、
九
三
年
1
1
五
三
回
（
同
―
―

1
0

九
回
）
、
九
四
年
1
1
二
九
回
（
同
一
五
三
回
）
、

九
五
年
1
1
三
三
回
（
同
一
八
四
回
）
を
記
録
し

て
い
る
Q

と
こ
ろ
が
、
「
軍
事
同
盟
・
日
来
安
保
条
約
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
で
輿
味
を
引
い
た
の

は
、
そ
の
「
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
」
の
コ
ー
ス
が

異
な
っ
て
い
た
こ
と
{
[
明
ら
か
に
阿
南
市
な
ど

の
住
民
密
集
地
区
を
を
避
け
、
高
知
県
と
の
県

境
あ
た
り
に
ル
ー
ト
が
変
更
し
て
い
た
点
だ
。

徳
島
県
内
の
米
軍
機
の
低
空
飛
行
監
視
記
録
で

も
、
九
三
年
三
月
を
境
に
、
阿
南
市
、
木
頭
村

の
目
撃
に
代
わ
っ
て
、
高
知
県
境
の
宍
喰
町
や

海
南
町
で
頻
繁
に
目
撃
さ
れ
始
め
て
い
る
。
）

で
は
、
な
せ
低
空
飛
行
刑
飾
ル
ー
ト
が
変

わ
っ
た
の
か
e

九
一
こ
年
三
月
十
四
日
に
発
行
さ

れ
て
い
る
在
日
海
軍
指
令
情
報
三
五
―
―

-0に
は

前
掲
の
『
騒
音
敏
感
地
域
』

(
N
oi
se
S
e
n
si
t

v
e
 

A
r
e
 a
)

の
設
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

米
軍
機
の
飛
来
が
始
ま
っ
た
一
九
八
九
年
夏

以
来
、
「
低
空
飛
行
に
反
対
す
る
県
民
行
勤
実

行
委
」
の
結
成
（
九

0
年
六
月
）
、
低
空
飛
行
直
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下
自
治
体
で
の
中
止
決
護
、
県
知
事
の
外
務
省

へ
の
中
止
要
請
、
県
議
会
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館

へ
の
抗
議
な
ど
、
住
民
・
議
会
・
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
。
こ
の

抗
議
の
声
が
「
騒
音
敏
感
地
域
」
と
位
置
、
つ
け

ら
れ
た
の
な
ら
、
米
軍
の
思
い
上
が
り
も
は
な

は
だ
し
い
。
こ
の
ル
1

i
ー
ト
変
更
に
対
し
て
、
徳

[

[

『

二

□
『
I

I

I

鸞
f

元
気
を
す
い
星
」
が
接
近
中

ー

9

9

 

’
~

□
9
,
1
,
 

i
A
y
ふ

'
[
し
•
:
4
窄
．．
 i
｀

,
9
F
,
t
 

；
＂
よ
•
{
•
V、
シ
で

3
’

忍

タ

ゲ

、

二

9

1

/
、一

冒

こ

一

偽
一
（
島
根
県
金
城
町
）
窒
、
一
も
浮
か
び
上
が
二

騒
音
や
衝
撃
波
の
深
刻
な
被
害
特
に
中
国
山
地

~
i
`
i
i
1
'
一

在
日
米
軍
機
に
よ
る
低
空
飛
行
訓
練
に
伴
い
、
全
国
の
少
な
く
↑
9
百
―
―
一
十
一
の
市
町
村
（
二
十
―
―
遍
県
）
に
住
民
の
苦
価
な
名
か
寄
せ
ら
れ
て
い
る
二
と

悶
民
団
体
の
独
声
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
3

米
軍
が
東
北
、
中
部
、
近
畿
、
四
国
に
四
本
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
を
持
つ
こ
ど
は
日
本
政
府
屯
認
め
て
い
る

が
、
今
回
の
裳
奇
は
曰
本
列
島
全
域
に
飛
行
ル
，
＇
卜
が
存
在
す
る
こ
と
左
浮
き
彫
り
に
し
た
。
一
）
の
よ
う
な
全
国
瀕
査
は
こ
れ
ま
で
に
例
が
な
く
、
低
空
飛
行

を

認

め

て

い

る

日

米

地

位

協

定

な

ど

に

つ

い

て

、

あ

ら

た

め

て

論

議

を

呼

び

そ

う

だ

。

・
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そ
こ
で
我
々
が
と
っ
た
行
動
は
、
国
を
相
手

に
も
っ
と
大
き
な
裁
判
を
起
こ
し
、
損
害
賠
償

を
誰
で
も
が
取
れ
る
よ
う
に
し
、
国
に
財
政
的

な
負
担
を
与
え
る
、
さ
ら
に
世
論
を
よ
り
大
き

く
す
る
、
そ
し
て
、
厚
木
基
地
を
居
ず
ら
い
基

地
に
す
る
、
そ
う
し
た
目
的
の
た
め
に
現
在
第

三
次
訴
訟
の
準
備
を
全
力
で
行
っ
て
い
る
、
こ

れ
が
爆
同
の
当
面
の
活
動
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
あ
ら
た
に
三
次
訴
訟
団
の
事
務

所
を
構
え
、
人
を
置
き
、
手
始
め
に
爆
同
会
員

の
中
か
ら
の
原
告
募
集
を
始
め
て
い
る
。
そ
の

た
め
の
会
報
の
作
成
や
支
部
ご
と
の
説
明
会
の

設
定
な
ど
が
行
わ
れ
、
弁
護
士
も
加
わ
っ
て
の

地
区
毎
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
C

今
回
の
三
次
訴
訟
は
一
次
、
二
次
の
代
表
選

手
的
な
原
告
団
で
は
な
く
て
、
家
族
ぐ
る
み
で

よ
り
多
く
の
一
般
市
民
に
原
告
に
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
政
府
に
打
撃
を
与
え
ょ
う
と
言
う

こ
と
で
、
近
々
基
地
周
辺
の
全
市
民
対
象
の
ビ

ラ
配
布
も
行
う
予
定
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
回
の
裁
判
の
取
り
組
み
で
は
現

在
東
京
高
裁
で
審
理
中
の
第
二
次
訴
訟
や

1
9

年
も
の
歳
月
が
か
か
っ
た
第
一
次
訴
訟
の
よ
う

な
長
い
裁
判
に
な
ら
な
い
よ
う
、
短
期
決
着
で

の
裁
判
を
目
指
し
て
い
る
。

．
 

こ
う
し
た
厚
木
基
地
の
爆
音
を
な
く
す
闘

墨

島
で
は
「
運
動
の
成
果
だ
」
と
の
声
と
「
こ
れ

だ
け
や
っ
て
成
果
は
ル
ー
ト
が
少
し
変
っ
た
だ

け
」
と
二
つ
の
評
価
が
あ
る
c

全
国
と
の
連
携

で
一
歩
で
も
前
へ
進
め
れ
ば
、
と
考
え
て
い

る

。

◆

◆

い
、
そ
し
て
、
基
地
を
な
く
す
闘
い
の
一
方
で
、

国
や
米
軍
は
厚
木
基
地
の
機
能
強
化
を
着
々
と

進
め
て
い
る
。
一
昨
年
明
ら
か
に
な
っ
た
、
基

地
北
側
で
の
地
下
の
燃
料
タ
ン
ク
の
建
設
。
現

在
は
滑
走
路
や
駐
機
場
の
大
規
模
な
改
修
工
事

を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
工
事
は

い
ず
れ
も
日
本
政
府
の
予
算
で
行
わ
れ
て
い

る。
さ
ら
に
米
軍
は
厚
木
基
地
に
飛
行
機
が
エ
ン

ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
燃
料
が
補
給
で
き
る

「
ホ
ッ
ト
ピ
ッ
ト
」
と
い
う
施
設
を
作
ろ
う
と

画
策
し
て
い
る
：
：
ホ
ッ
ト
ピ
ッ
ト
は
厚
木
基
地

で
の
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
、
離
発
着
訓
練

を
よ
り
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
も
の

で
、
こ
ん
な
も
の
が
出
来
れ
ば
厚
木
基
地
で
の

爆
音
が
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
硫
黄
島
に
並

ぶ
、
よ
り
機
能
強
化
さ
れ
た
米
軍
の
訓
練
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。

最
近
の
厚
木
基
地
で
の
飛
行
は
減
少
す
る
ど

こ
ろ
か
、
む
し
ろ
飛
行
回
数
が
増
大
し
、
さ
ら

に
飛
び
上
が
っ
て
か
ら
の
飛
行
コ
ー
ス
が
不
安

定
で
、
飛
行
協
定
も
守
ら
れ
ず
、
爆
音
の
被
害

が
広
が
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
九
六
年

の
七
月
二
日
に
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の

艦
載
機
が
厚
木
基
地
に
お
ろ
さ
れ
た
と
き
に
上

空
で
の
旋
回
な
ど
に
よ
っ
て
座
間
市
や
相
模
原

市
で
多
く
の
爆
音
に
よ
る
被
害
が
で
た
C

特
に

水曜日

新
ル
ー
ト
を
設
定
か

九
州
ー
中
国
山
地
に
線
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一
九
九
五
年
―
二
月
二
六
日
、
東
京
高
裁
は

厚
木
基
地
の
爆
音
被
害
に
対
す
る
住
民
の
訴
え

に
対
し
、
「
厚
木
基
地
の
爆
音
は
違
法
性
が
あ

る
」
と
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
三
六
年
間
、

国
を
相
手
に
闘
つ
て
来
た
、
基
地
周
辺
住
民
に

対
す
る
答
え
で
あ
っ
た
。
判
決
は
爆
音
が
違
法

性
が
あ
る
と
し
た
。
だ
が
、
そ
の
違
法
性
の
解

消
の
た
め
の
手
段
は
何
か
。
具
体
的
に
は
飛
行

を
止
め
る
し
か
な
い
わ
け
で
、
そ
の
こ
と
を
何

ら
言
及
し
な
い
裁
判
所
、
そ
し
て
被
告
で
あ
る

国
、
さ
ら
に
は
住
民
の
生
活
を
守
る
自
治
体
も

何
ら
の
具
体
的
な
対
応
を
と
ら
な
い
現
実
を
変

え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

座
間
市
で
は
当
日
が
全
市
の
中
学
校
で
期
末
試

験
中
で
あ
り
、
数
校
で
英
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
テ

ス
ト
を
中
止
す
る
と
い
う
事
態
に
追
い
込
ま
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
基
地
周
辺
の
各
市
長
は
抗

議
の
声
を
上
げ
、
秋
か
ら
の
米
軍
や
防
衛
施
設

局
交
渉
で
は
爆
音
被
害
を
な
く
す
た
め
の
抗
議

と
対
処
の
声
が
大
合
唱
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

米
軍
は
基
地
周
辺
で
の
テ
ス
ト
や
卒
業
式
、
入

学
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
事
前
に
連
絡
す
れ
ば

対
処
す
る
と
の
回
答
を
よ
こ
し
、
昨
年
秋
の
座

間
市
の
期
末
試
験
で
は
米
軍
機
が
飛
ば
な
い
と

い
う
成
呆
を
上
げ
た
。

し
か
し
、
全
体
的
に
は
爆
音
が
ひ
ど
く
な
っ

た
と
い
う
の
が
市
民
の
実
感
で
あ
り
、
ま
た
、

各
自
治
体
が
設
置
し
て
い
る
騒
音
記
録
計
の

デ
ー
タ
ー
な
ど
で
も
そ
れ
が
実
証
さ
れ
て
い

る
。
相
模
原
市
で
言
え
ば
昨
年
の
一

0
月
と
一

昨
年
の
同
時
期
の
九
〇
ホ
ー
ン
以
上
の
騒
音
回

数
の
比
較
で
は
ニ
・
五
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
周
辺
自
治
体
が
あ
げ
て
反
対
し
て
い

る
毎
年
五
月
の
基
地
開
放
日
と
そ
の
前
段
で
行

わ
れ
る
曲
芸
飛
行
と
そ
の
練
習
の
中
止
に
つ
い

て
最
近
の
米
軍
の
準
機
関
紙
星
条
旗
で
は
、
昨

年
の
方
が
一
昨
年
よ
り
抗
議
の
電
話
が
減
っ
て

い
る
か
ら
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
、

従
っ
て
中
止
す
る
予
定
は
な
い
と
う
そ
ぶ
い
て

い
る
。
爆
音
へ
の
抗
議
の
電
話
―
つ
で
も
手
を
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神奈川県

●安保再定義そのもの
の基地強化

新倉裕史
非核市民宣言運動ヨコスカ

抜
く
と
こ
う
し
た
逆
手
に
取
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
わ
け
で
、
市
民
・
住
民
の
一
人
一
人
の
行
動

を
起
こ
せ
る
運
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら

な

い

へ

‘

◆

◆

九
六
年
四
月
一
七
日
、
日
米
安
保
共
同
宣

言
。
日
米
安
保
の
再
定
義
が
確
認
さ
れ
た
（
）
再

定
義
後
も
、
横
須
賀
基
地
の
動
き
は
急
だ
大

き
な
質
的
な
変
化
の
あ
っ
た
九
六
年
、
そ
の
1

年
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
v

●
二
月
イ
ン
デ
イ
ベ
ン
デ
ン
ス
台
湾
海
峡
ヘ

二
月
九
日
に
横
須
賀
を
出
港
し
た
空
母
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
は
、
米
韓
や
日
米
の
合
同
演

ィ
ッ
ト
の
帰
港
は
一
（
＇
）
月
―
―

-
0
日（＇）

「W
E
L
C
O
M
E
B
A
C
K
」
の
横
断
幕
が
ヒ
ュ
ー

ィ
ッ
ト
を
迎
え
た
。
＞
艦
に
は
誇
ら
し
げ
に
、
発

射
し
た
数
を
書
き
込
ん
だ
ト
マ
ホ
ー
ク
の
絵
が

描
か
れ
て
い
た
。
平
和
船
団
は
「
D
O
N
'
T

K
I
L
L
」
の
描
餅
幕
を
ひ
ろ
げ
た
。

●
9
月
・
カ
1
1

テ
ィ
ス
・
ウ
イ
ル
ハ
ー
母
港

海
外
に
母
港
を
お
く
米
海
軍
の
艦
船
は
全
部

で
一
七
隻
。
イ
タ
リ
ア
の
支
援
艦
一
隻
の
ほ
か

は
、
す
べ
て
日
本
だ
C

佐
世
保
が
五
隻
～
；
そ
し

て
横
須
賀
が
十
一
隻
（
）
九
月
三

0
日
、
そ
の
十

一
隻
の
内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
に
替
わ
っ
て
、
三
隻
目
の
イ
ー
ジ
ス
艦

「
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ウ
イ
ル
ハ
ー
」
が
横
須
賀
を
母

港
と
し
た
。
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
イ
ー
ジ
ス
シ
ス

テ
ム
、
ト
マ
ホ
ー
ク
も
発
射
で
き
る
垂
直
発
射

艦
、
そ
し
て
ス
テ
ル
ス
。
空
母
機
動
部
隊
の
防

空
能
力
と
対
地
攻
撃
力
の
飛
躍
的
な
向
上
は

「
日
本
に
駐
留
す
る
海
軍
兵
力
を
さ
ら
に
強
化
」

（
米
太
平
洋
司
令
官
）
す
る
。
＋
―
-
月
四
日
に

は
、
4

隻
目
の
イ
ー
ジ
ス
艦
「
ジ
ョ
ン
•
S
.

マ
ケ
イ
ン
」
の
母
港
（
九
七
年
七
月
予
定
）
が

発
表
さ
れ
た
L

ノ
｀
ー
ジ
ス
艦
の
集
中
配
備
は

「
戦
域
ミ
サ
イ
ル
防
衛
網

(
T
M
D
)
構
想
」
を

念
頭
に
置
い
た
配
備
と
の
見
方
も
あ
り
、
今
年

の
最
大
の
課
題
と
し
て
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

習
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
二
四
日
に
釜
山
、
三

月
＝
一
日
に
は
マ
ニ
ラ
に
入
港
（
；
そ
の
後
、
中
国

の
実
弾
演
習
監
視
の
名
目
で
台
湾
近
海
で
作
戦

行
動
〗
横
須
賀
母
港
の
イ
一
ジ
ス
艦
「
バ
ン
ガ

一
ピ
ル
」
他
の

4
隻
と
と
も
に
、
安
保
再
定
義

を
前
に
し
て
、
日
米
安
保
体
制
の
強
化
が
必
要

だ
と
の
砲
艦
外
交
を
繰
り
広
げ
た
3

●
四
月
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
横
須
賀
視
察

現
職
大
統
領
と
し
て
は
初
め
て
米
海
軍
横
須

賀
基
地
を
訪
問
し
た
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
。
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
上
に
ヘ
リ
で
降
り
立

ち
、
予
定
時
間
を
は
る
か
に
越
え
て
将
兵
を
激

励
し
続
け
た
。
平
和
船
団
は
五
隻
を
軍
港
に
浮

か
べ
、
「
基
地
は
い
ら
な
い
、
ど
こ
に
も
」
と
抗

議
行
動
。

♦
五
月
・
リ
ム
パ
ッ
ク
演
習

・
一
九
日
、
イ
ー
ジ
ス
艦
「
き
り
し
ま
l

を
旗

艦
と
し
て
、
海
上
自
衛
隊
の
八
隻
の
護
衛
艦
が

リ
ム
パ
ッ
ク
参
加
の
た
め
に
横
須
賀
を
出
港
。

県
、
佐
世
保
か
ら
一
度
横
須
賀
へ
結
集
し
て
の

出
港
だ
っ
た
。
滅
習
内
容
は
ソ
連
と
の
艦
豚
決

戦
か
ら
、
地
域
紛
争
を
想
定
し
た
も
の
へ
と
大

き
く
変
貌
二
平
和
船
団
は
九
条
空
洞
化
の
現
場

に
い
る
自
衛
官
こ
そ
が
、
九
条
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
と
訴
え
る
C

◆
十
一
月
・
日
米
統
合
演
習

十
月
二
二
日
に
発
効
し
た
「
日
米
物
品
役
務

相
互
提
供
協
定

(
A
C
S
A
)
」
を
初
め
て
適
用

す
る
日
米
統
合
軍
事
演
習
キ
ー
ン
・
ス
ウ
ォ
ー

ド
9
6
が
、

11
月
4

日
か
ら
始
ま
っ
た
。
日
本
海

で
の
海
上
訓
練
の
ほ
か
、
九
州
や
北
海
道
の
演

習
地
で
も
海
兵
隊
や
米
陸
軍
と
陸
上
自
衛
隊
の

合
同
演
習
が
行
わ
れ
た
。
同
時
期
に
は
米
韓
合

同
演
習
フ
ォ
ー
ル
・
イ
ー
グ
ル
も
行
わ
れ
、
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
機
動
部
隊
は
双
方
の
演
習

に
加
わ
り
、
日
米
韓
の
3
軍
合
同
演
習
を
作
り

出
し
た
。

◆
原
潜
人
港
二
六
回

十
一
月
異
常
放
射
能
事
件

横
須
賀
へ
の
原
潜
入
港
回
数
は
、

9

5

年
よ

り
五
回
減
っ
て
二
六
回
。
佐
世
保
（
七
回
）
、
沖

縄
・
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
(
+
六
回
）
を
合
わ
せ

る
と
四
九
回
で
、
九
三
年
の
五
五
回
に
つ
ぐ
多

さ
と
な
っ
た
っ

カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
と
同
時
に
横
須
賀
へ
寄
港

し
た
ロ
ス
級
原
潜
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
シ
テ
ィ
ー

が
、
イ
ラ
ク
ヘ
の
ト
マ
ホ
ー
ク
攻
撃
に
加
わ
っ

た
よ
う
に
、
ま
た
十
一
月
に
寄
港
し
た
特
殊
作

戦
用
に
改
造
し
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
級
原
潜
カ
メ
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●
五
月
•
原
子
力
艦
船4
隻
同
時
入
港

リ
ム
ハ
ッ
ク
に
参
加
す
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ス
に
替
わ
っ
て
、
中
東
に
派
遣
さ
れ
る
途
中

の
原
子
力
空
母
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
が
寄
港
し

た
（
）
二
隻
の
原
子
カ
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
と
原
潜

他
を
伴
っ
て
の
寄
港
だ
二
四
隻
の
原
子
力
艦
船

が
一
度
に
入
港
す
る
の
は
横
須
賀
基
地
始
ま
っ

て
い
ら
い
の
こ
と
tE

四
隻
の
原
子
炉
は
全
部
で

7
つ
。
電
気
出
力
に
換
算
し
て
約
一
(
'
)
0

万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
原
発
が
、
何
の
安
全
審
査
も
な
く

横
須
賀
に
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
二
平
和
船
団

は
延
々
六
時
間
の
海
上
行
動
。

◆
九
月
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
、
ト
マ
ホ
ー
ク
攻
撃

九
月
三
日
、
四
日
と
連
続
し
て
、
米
軍
は
四

四
発
の
ト
マ
ホ
ー
ー
ク
を
イ
ラ
ク
ヘ
打
ち
込
ん

だ
。
一
回
目
の
攻
撃
に
は
、
中
東
第
五
艦
隊
に

編
入
さ
れ
て
い
た
横
須
賀
母
港
の
「
ピ
ュ
ー

ィ
ッ
ト
」
も
ト
マ
ホ
ー
ク
を
発
射
゜
安
保
の
再

定
義
そ
の
も
の
の
重
事
行
動
が
、
再
び
行
わ
れ

た
の
だ
っ
た
。
中
東
を
任
務
地
域
と
す
る
第
五

艦
隊
の
発
足
は
九
五
年
の
七
月
。
司
令
部
だ
け

の
ご
の
部
隊
に
艦
隊
を
供
給
す
る
の
は
、
地
中

海
の
第
六
艦
隊
や
、
横
須
賀
を
拠
点
と
す
る
第

七
艦
隊
こ
ピ
ュ
ー
イ
ッ
ト
の
第
五
艦
隊
編
入
と

ト
マ
ホ
ー
ク
攻
撃
は
、
安
保
の
拡
大
と
危
険
な

役
割
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
c

ビ
ュ
ー

ハ
メ
ハ
が
、
米
韓
合
同
演
習
フ
ォ
ー
ル
・
イ
ー

グ
ル
に
参
加
し
た
よ
う
に
、
米
攻
撃
型
原
潜
の

役
割
は
、
地
域
紛
争
介
入
の
偵
察
や
、
対
地
攻

撃
に
軸
を
動
か
し
て
い
る
c

カ
メ
ハ
メ
ハ
と
、

ト
ピ
ー
カ
が
入
港
中
の
十
一
月
十
五
日
、
横
須

賀
基
地
で
通
常
の
三
倍
の
異
常
放
射
能
が
測
定

さ
れ
た
。
カ
メ
ハ
メ
ハ
は
原
潜
母
艦
フ
ラ
ン

ク
・
ケ
イ
ブ
ル
の
要
員
に
よ
っ
て
修
理
が
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
原
因
追
及

と
測
定
体
制
の
見
直
し
等
申
し
人
れ
，
～
九
七
年

一
月
一

0
日
に
な
っ
て
、
科
技
庁
は
「
原
因
特

定
出
来
ず
」
と
市
に
文
書
回
答
。
◆
◆
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ヶで知 ‘六とそヤつ八

で月修ら 今年市しンあ万

異

動

は

頻

繁

で

あ

る

そ

の

他

の

「

顔

」

は

ど

う

か

。

訓

練

基

地

l'
一

九

九

一

一

年

か

ら

毎

年

六

‘

,

)

七

月

米

本

国

か

ら

マ

よ

呪

区

や

州

兵

の

部

隊

を

受

入

れ

、

技

術

研

修

・

整

備

訓

練

等

を

行

っ

て

い

る

｛

，

＂

日

米

合

同

演

習

へ

の

車

両

・

物

資

の

投

入

＇

こ

ち

ら

は

一

九

八

二

年

の

合

同

演

習

の

開

始

か

ら

続

き

、

北

は

北

海

道

か

ら

南

は

大

分

ま

で

、

全

国
に
派
遣
•
投
入
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
九
五

年

度

の

米

陸

軍

年

次

報

告

に

よ

れ

ば

、

こ

れ

ら

の

演

習

の

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

セ

ン

タ

ー

を

補

給

廠

に

設

置

す

る

構

想

も

あ

っ

た

し

今

は

立

ち

消

え

た

よ

う

だ

が

、

要

注

意

の

動

き

っ

．
 

相

模

補

給

廠

の

日

頃

の

「

顔

」

は

、

「

戦

時

」

よ

り

「

穏

や

か

」

「

閑

散

」

と

い

う

形

容

の

方

が

似

合

っ

て

い

る

。

だ

だ

っ

広

い

敷

地

・

空

き

地

と

殺

風

景

な

倉

庫

群

。

平

時

は

近

隣

基

地

群

の

生

活

を

後

方

支

援

（

物

資

補

給

、

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

、

廃

棄

物

処

理

等

）

、

戦

時

は

戦

闘

活

動

の

後

方

支

援

し

米

軍

に

と

っ

て

は

、

平

時

、

戦

時

を

問

わ

ず

、

実

に

使

い

勝

手

の

い

い

基

地

、

物

置

な

の

で

あ

る

。

●のどかに見えても
要注意

沢田政司
相模補給廠監視団

横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
ヘ
の
米
海
軍
補
給
セ
ン

タ
ー
任
務
の
移
管
に
つ
い
て

昨

年

十

二

月

十

四

日

、

「

神

奈

川

新

聞

」

は

、

一

面

ト

ッ

プ

で

「

横

浜

ノ

ー

ス

ド

ッ

ク

に

移

転

か

！

・

・

グ

ア

ム

の

米

海

軍

補

給

施

設

機

能

」

と

報

じ

た

0

同

年

十

二

月

八

日

付

け

の

米

軍

準

機

関

紙

「

星

条

旗

新

聞

（

ス

タ

ー

ズ

ア

ン

ト

ス

ト

ラ

イ

プ

ス

）

」

の

報

道

を

受

け

て

の

記

事

で

あ

る

C

そ

の

後

、

地

元

選

出

の

国

会

議

員

の

文

書

に

よ

る

問

い

合

わ

せ

に

、

外

務

省

も

そ

の

事

実

を

公

式

に

認

め

た

。

文

書

に

よ

る

回

答

は

以

下

の

と

お

り

（

原

文

の

ま

ま

）

ク
浜＿[＿
 

ノ
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あ

る

。

二

五

年

を

経

て

、

今

補

給

廠

で

戦

闘

車

両

を

修

理

す

る

こ

と

は

な

い

。

し

か

し

、

敷

地

面

積

は

ほ

ぽ

変

わ

り

な

く

、

今

も

相

模

原

市

の

一

等

地

に

デ

ン

と

座

っ

て

い

る

の

だ

。

今

、

相

模

補

給

廠

に

は

一

二

つ

の

「

顔

」

が

あ

る

。

．
 

―

つ

め

の

「

顔

」

は

戦

時

備

蓄

。

朝

鮮

戦

争

、

ベ

ト

ナ

ム

戦

争

で

の

物

資

補

給

、

後

方

支

援

で

フ

ル

稼

働

し

た

補

給

口

は

三

た

び

、

一

九

九

0

か

ら

九

一

年

の

湾

岸

戦

争

に

際

し

て

も

動

い

た

。

五

0
0床の
艦

隊

病

院

セ

ッ

ト

、

戦

場

用

の

鉄

製

資

材

、

化

学

戦

用

防

護

服

を

ペ

ル

シ

ャ

湾

岸

の

戦

地

に

向

け

て

撮

出

し

た

も

の

で

あ

る

。

そ

の

他

、

戦

争

非

常

食

、

小

型

銃

火

器

、

医

療

物

資

、

資

器

財

が

戦

時

用

と

し

て

今

も

備

蓄

さ

れ

て

い

る

。

二

つ

目

の

「

顔

」

は

入

れ

物

、

倉

庫

作

り

(

i

備

蓄

品

を

保

管

す

る

の

に

、

倉

睛

が

老

朽

化

し

て

い

て

は

不

都

合

。

一

九

八

九

年

か

ら

毎

年

の

よ

う

に

倉

庫

・

工

場

の

建

て

替

え

、

新

築

が

続

い

て

い

る

。

冷

蔵

倉

庫

、

低

温

倉

庫

（

武

器

庫

）

、

一

般

倉

庫

：

．

o．
マ

ス

タ

ー

プ

ラ

ン

（

将

来

計

画

）

に

よ

れ

ば

、

加

え

て

パ

ラ

シ

ュ

ー

ト

貯

蔵

庫

な

ど

も

計

画

さ

れ

て

い

る

。

な

お

、

建

設

費

用

の

一

切

は

日

本

政

府

の

予

算

、

思

い

や

り

予

算

に

よ

っ

て

い

る

。

三

つ

目

の

「

顔

」

は

、

廃

棄

物

の

保

管

・

処

理

。

補

給

廠

内

に

あ

る

国

防

再

利

用

事

務

所

豆

f
e
n
s
e
R
e
u
t
il
i

z
a
t
i
o
n
 M
a
r
k
e
tting O
ffic
e

)

は

危

険

廃

棄

物

や

ス

ク

ラ

ッ

プ

の

類

を

米

軍

の

陸
•
海
•
海
兵
隊
・
空
の
区
別
な
く
、
近
隣
．

遠

方

の

別

な

く

集

め

、

保

管

し

、

処

理

し

て

い

る

。

一

九

八

七

年

春

、

空

母

ミ

ッ

ド

ウ

ェ

ー

の

修

理

で

出

た

ア

ス

ベ

ス

ト

の

処

理

に

困

り

、

米

軍

は

秘

密

裏

に

補

給

廠

に

そ

れ

を

持

ち

込

み

、

処

分

し

よ

う

と

し

た

。

一

発

覚

し

、

あ

わ

て

て

本

国

送

還

を

約

束

し

た

が

、

結

局

は

横

浜

の

民

間

処

分

楊

に

廃

棄

を

任

せ

た

事

件

を

忘

れ

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

米

軍

基

地

の

廃

棄

物

処

理

を

一

手

に

、

そ

れ

も

補

給

廠

の

大

き

な

「

顔

」

の

一

つ

だ

。

．
 

こ

こ

一

、

二

年

の

動

き

で

も

、

三

つ

の

「

顔

」

は

変

わ

ら

な

い

。

戦

時

備

蓄

I
十

几

五

年

春

、

米

本

国

シ

ェ

ラ

陸

軍

補

給

廠

か

ら

コ

ン

テ

ナ

収

納

の

一

三

五

マ

イ

ル

分

の

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

セ

ッ

ト

が

運

び

込

ま

れ

た

。

同

セ

ッ

ト

は

湾

岸

戦

争

で

実

用

化

さ

れ

、

米

軍

が

実

戦

配

備

し

つ

つ

、

相

模

補

給

廠

の

分

は

在

韓

米

軍

用

と

し

て

保

管

・

備

蓄

さ

れ

て

い

る

。

入

れ

物

づ

く

り

ー

1
1戦
時

に

は
二
o
c
x
~
の
病
院
に
も
な
る
医
療
用
〈
見
呻

二

棟

が

建

築

中

で

あ

る

。

近

々

梱

包

・

修

理

工

場

の

建

築

も

始

ま

る

見

込

み

。

廃

棄

物

の

処

理

日

常

業

務

と

し

て

稼

働

、

ス

ク

ラ

ッ

プ

類

の

八
・
十
ニ
・
十
八
日
米
安
全
保
隊
条
約
課

十
二
月
八
日
付
け
「
ス
タ
ー
ズ
ア
ン
ド
ス
ト

ラ
イ
プ
ス
」
紙
掲
載
の
本
件
関
連
記
事
に
関
し

て
、
昨
日
以
下
の
と
お
り
回
答
を
し
た
。

(

l

)

在
グ
ア
ム
海
軍
補
給
セ
ン
タ
！
（
N
a
v
a
l

Fleet
 
a
n
d
 I
n
d
u
st
r
i

al 
S
u
p
p
l
y
 C
e
nt
er) 
E:::閉鎖

に
伴
い
、
同
セ
ン
タ
ー
の
任
務
が
一
九
九
七
年

一
月
十
三
日
以
降
、
横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
に
移

管
さ
れ
ろ
予
定
で
あ
る
。
(

2

)

同
移
管
に
伴
い

横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
ヘ
の
新
た
な
郭
隊
の
駐
留

は
な
い
。

(

3

)

本
件
に
よ
っ
て
、
コ
ン
テ
ナ
補

給
船
は
年
八
同
、
横
浜
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
デ
ィ

エ
ゴ
ガ
ル
シ
ア
ア
イ
ダ
を
四
五
日
サ
イ
ク
ル
で

往
復
運
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
間
横
浜

に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
！
五
日
停
泊
す
る
予
定
で
あ

り
、
横
浜
を
母
港
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(

4

)

コ
ン
テ
ナ
補
給
船
は
、
軍
事
海
上
輸
送
司

令
部
を
通
じ
て
契
約
さ
れ
た
、
民
間
人
が
運
行

す
る
米
国
軍
籍
貨
物
船
で
あ
る
。

(

5

)

横
浜

ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
で
取
り
扱
う
補
給
品
に
、
弾
薬

は
含
ま
れ
な
い
C

六
こ
れ
に
伴
い
、
横
浜
ノ
ー

ス
ド
ッ
ク
は
十
七
人
の
日
本
人
労
働
者
を
追
加

的
雇
用
す
る
予
定
。
グ
ア
ム
で
は
、
四
人
一
歴
用
す

る
予
定
C

（了）

な

お

、

「

星

条

旗

新

聞

，

一

に

よ

れ

ば

、

輸

送

さ

れ

る

の

は

食

糧

、

ス

ペ

ア

・

パ

＇

ツ

、

装

備

品

モ

の

他

一

般

物

資

で

あ

り

、

危

険

貨

物

(

h

ga
r
d
o
u
s
 c
a
r
g
o
)
は

含

ま

れ

な

い

と

し

、

こ

れ

に

つ

い

て

は

空

輸

を

検

討

と

あ

る

C
弾

薬

等

を

楕

し

て

の

こ

ど

ど

思

わ

れ

る

。

ま

た

、

グ

ア

ム

か

ら

の

移

転

に

よ

っ

て

、

海

軍

は

年

間

2
8
0
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昨
年
十
二
月
五
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員

会
で
、
共
産
党
の
中
路
雅
弘
議
員
は
、
米
海
軍

が
上
瀬
谷
通
信
基
地
に
六
百
戸
の
家
族
向
け
住

宅
を
建
設
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、

米
軍
内
部
資
料
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か
に
し

た
。
問
題
の
資
料
は
「
上
瀬
谷
上
地
利
用
計
画

調
査
」
(
-
九
九
四
年
三
月
）
。
そ
こ
に
は
、
通

侶
基
地
と
し
て
の
機
能
の
事
実
上
の
停
止
を
前

提
に
、
四
つ
の
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。
各
案
は

建
物
の
配
置
こ
そ
異
な
る
が
、
六
百
戸
と
い
う

住
宅
の
規
模
に
か
わ
り
は
な
い
。
（
九
六
・
十

ニ
・
六
「
神
奈
川
新
聞
」
）

や
は
り
、
と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
だ
っ

た
。
こ
の
五
年
ほ
ど
の
上
瀬
谷
の
様
変
わ
り
を

上瀕^
海軍通信基地 神奈川県

●遊休地に大規模米
軍住宅計画

田巻一彦
上瀬谷基地はいらないウドの会

方
ド
ル
を
節
約
で
き
る
と
し
て
い
る

c

]

言
い
か

え
れ
ば
そ
の
分
を
日
本
政
府
が
「
思
い
や
り
予

算
」
で
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
。
移
転
の
一
番

の
動
機
ほ
、
こ
の
点
に
あ
る
の
だ
ろ
う
～
）．
 

横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で

は
、
相
模
総
合
補
給
廠
の
積
出
し
港
と
し
て
フ

ル
程
動
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ヘ
ー
パ
ー
か
ら
戦
車
ま

で
を
送
り
出
す
役
割
を
果
た
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
後
、
艦
船
の
寄
港
は
激
減
、
今
は
年
間
で

せ
い
ぜ
い
―
―

-0i
四

0
隻
。
加
え
て
、
近
年
は

物
資
輸
送
の
主
体
が
コ
ン
テ
ナ
に
な
り
、
専
用

ク
レ
ー
ン
を
持
た
ぬ
ノ
ー
ス
・
ド
ッ
ク
の
利
用

頻
度
が
減
っ
た
と
い
う
面
も
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
冷
蔵
倉
庫
、
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト

の
移
転
受
入
れ
と
、
機
浜
港
及
び
近
接
地
に

ホ
っ
た
米
軍
の
機
構
を
集
約
、
基
地
機
能
の
拡

大
、
埠
頭
の
拡
張
も
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
C

米
軍

に
と
っ
て
、
港
ヨ
コ
ハ
マ
の
一
角
に
専
用
埠
頭

が
あ
る
と
い
う
の
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。
早
里
は

滅
っ
て
も
、
相
模
補
給
廠
や
横
田
基
地
に
も
繋

が
る
玄
関
口
と
し
で
、
実
に
使
い
勝
手
の
い
い

基
地
な
の
で
あ
る
：
．
．
c）

今
回
の
海
軍
補
給
セ
ン
タ
ー
の
移
転
は
、

ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
の
、
潜
在
的
な
役
割
”
を
改
め

て
浮
き
彫
り
に
し
た
。
こ
の
移
転
も
一
大
事
だ

が
、
続
い
て
グ
ア
ム
、
サ
イ
ハ
ン
の
第
三
事
前

集
構
部
隊
が
移
っ
て
く
る
可
能
性
に
も
目
を
凝

ら
さ
ね
ば
な
る
ま
い
へ
]
1
ス
ト
を
削
減
し
つ
つ

機
能
を
維
詩
す
る
と
の
米
軍
の
政
策
に
従
え

ば
、
お
金
を
出
し
て
く
れ
る
日
本
へ
の
移
転
は

一
番
の
解
決
策
な
の
だ
か
ら
。
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク

も
移
転
較
補
地
の
一
っ
、
要
警
戒
で
あ
る
。
◆

目
撃
し
て
、
私
た
ち
も
、

思
っ
て
い
た
の
だ
。

相模総合

←`, r ，ヽ鶴見貯：
，，ラント● ● 
逼慣崖殴●横浜ノー；

●根岸住宅地区

●富岡倉庫地区

●小柴貯油箱設

ー・一浦郷倉庫地区

’‘“紺霜辰

:, ` }'-•,‘ 

神
＂
米
軍
基
世

ど
う
も
ク
サ
い
と

．
 

米
海
軍
上
瀬
谷
通
信
括
地
は
、
横
浜
市
北
西

部
の
瀬
谷
区
・
旭
区
に
ま
た
が
り
、
約
二
四

0

ガ
吋
ル
の
広
大
な
敷
地
を
占
め
て
い
る
。
横
須

賀
基
地
が
管
轄
す
る
受
侶
基
地
と
し
て
、
約
一

0
キ
ロ
南
に
あ
っ
て
送
信
を
行
う
深
谷
通
信
基

地
と
組
ん
で
、
第
七
艦
隊
の

C
I
（
指
揮
・
通

信
・
管
制
・
情
報
）
シ
ス
テ
ム
の
中
枢
と
し
て

働
い
て
き
た
。
沿
海
州
や
朝
鮮
半
島
の
通
信
を

傍
受
す
る
ス
パ
イ
部
隊
も
常
駐
し
て
い
た
。
の

ど
か
な
田
園
風
景
の
中
で
、
空
を
に
ら
ん
で
立

ち
並
ぶ
四
(
)
本
近
く
の
ア
ン
テ
ナ
鉄
柱
は
、
そ

れ
は
異
様
な
光
景
だ
っ
た
G

し
か
し
、
冷
戦
終
結
後
、
上
瀬
谷
の
風
景
は

大
き
く
変
わ
り
始
め
る
。
九
一
年
か
ら
ア
ン
テ

ナ
が
次
々
と
撤
去
さ
れ
、
九
五
年
三
月
ま
で
に

大
型
受
伍
用
ア
ン
テ
ナ
は
一
っ
残
ら
ず
姿
を
消

し
た
。
そ
の
年
の
四
月
に
は
、
周
辺
の
「
電
波

塁
訪
止
制
限
地
域
」
も
撤
廃
さ
れ
た
。
部
隊

も
あ
い
つ
い
で
解
散
、
移
駐
＂
現
在
常
駐
し
て

い
る
作
戦
部
隊
は
、
テ
ナ
ン
ト
の
「
第
七
艦
隊

哨
戒
航
空
団
司
令
部
j
だ
け
だ
。
ど
う
見
て
も

「
遊
休
化
」
と
し
か
思
え
な
い
状
態
が
、
す
で
に

二
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
～
基
地
の
中
の
看

板
は
、
も
う
「
通
信
施
設
」
か
ら
「
海
軍
支
援

施
設
l

に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
私
が
情
報
公
開

法
を
使
っ
て
米
軍
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

正
式
名
称
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
と
の
回
答

だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
時
間
の
問
題
だ
ろ
う
｛
管

轄
も
横
須
賀
か
ら
原
木
基
地
に
移
っ
た
。．
 

こ
ん
な
様
変
わ
り
の
中
で
、
住
宅
建
設
の
情

報
も
断
片
的
に
流
れ
て
い
た
。
九
四
年
六
月
、

「
ス
タ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
ス
ト
ラ
イ
プ
ス
」
紙

は
、
「
海
軍
の
九
四
年
の
研
究
で
、
上
瀬
谷
に
は

住
宅
や
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
作
る
の
が
適

切
だ
と
さ
れ
て
い
る
」
と
書
い
た
。
こ
の
「
海

軍
の
研
究
」
が
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
資
料
だ
っ

た
の
で
あ
る
す
べ
て
筋
書
き
ど
お
り
に
進
ん

で
い
る
C

後
は
、
日
本
が
「
思
い
や
り
予
算
」
を

出
す
か
ど
う
か
。
事
態
は
そ
こ
ま
で
煮
詰
ま
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

今
、
米
軍
が
一
番
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の

は
、
軍
人
・
家
族
の
生
活
の
質
の
維
持
・
向
上
。

な
か
で
も
住
宅
問
題
で
あ
る
。
「
ペ
リ
ー
国
防

長
官
に
と
っ
て
即
応
体
制
に
お
け
る
最
優
先
の

関
心
事
は
戦
力
の
質
で
も
部
隊
の
訓
練
で
も
、

あ
る
い
は
槻
界
大
の
配
備
体
制
の
強
化
で
も
な

い
。
そ
れ
は
住
宅
問
題
で
あ
る
。
全
軍
を
通
じ

て
見
ら
れ
る
住
宅
の
悪
化
は
士
気
に
深
刻
な
影

響
を
あ
た
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
」
。
こ
ん
な

記
事
が
、
「
ス
タ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
ス
ト
ラ
イ
プ
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ス
」
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
九
五
年
四

月
の
こ
と
だ
っ
た
空
母
機
動
部
隊
の
横
須
賀

配
備
を
米
世
紀
も
つ
づ
け
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
日
本
の
「
思
い
や
り
予
算
」
へ
の
「
期
待
’
l

と
い
う
か
「
圧
力
，
一
は
、
い
や
が
上
に
も
高

ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
）

．
 

上
瀬
谷
基
地
は
、
多
く
の
民
有
地
を
抱
え
る

基
地
だ
）
お
よ
そ
―
一
（
＇
）
万
，
m
の
上
地
を
、
約

一
(
)
(
‘
)
人
の
地
権
者
（
ほ
と
ん
ど
が
農
家
）
が

所
有
し
て
い
る
（
9

；
そ
の
賃
貸
契
約
が
、
こ
の
三

月
に
一

-
0年
の
満
期
を
迎
え
る
e

「
自
由
法
曹

団
」
が
最
近
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
地
権
者
が
す
で
に
契
約
更
改
を
内

諾
し
て
い
る
と
い
う
：
地
権
者
の
多
く
は
、
総

論
と
し
て
は
基
地
返
還
を
支
持
し
て
い
る
と
い

ぅ
(
]
だ
が
、
多
く
の
農
家
が
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
に
悩
む
中
で
、
安
定
し
た
地
代
収
入
が
保

証
さ
れ
る
現
状
で
は
、
地
権
者
の
が
ん
ば
り
に

当
面
多
く
は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
つ
む
し

ろ
、
日
本
政
府
が
財
源
ね
ん
出
の
た
め
に
民
有

地
を
返
還
し
、
国
有
地
に
住
宅
を
建
設
す
る
と

い
う
方
法
を
選
ん
だ
と
き
、
地
権
者
の
声
は
複

雑
な
形
で
噴
出
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
こ

ひ
と
ご
と
の
よ
う
に
言
う
の
は
止
め
よ
う
（
）

も
は
や
時
代
遅
れ
で
世
界
を
見
渡
し
て
も
例
が

な
く
な
っ
た
軍
艦
の
海
外
母
港
（
本
紙
前
号
参

輸
送
機
だ
け
が
離
着
陸
を
行
っ
て
い
る
と
発
表

さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
私
た
ち
の
調
査
で
は
、
こ

の
半
分
し
か
な
い
滑
走
路
を
使
っ
て
、
し
ば
し

ば
最
新
鋭
の
大
型
輸
送
機

C
1
7グ
ロ
ー
プ
マ
ス

タ
ー
が
離
着
陸
を
し
て
い
た
3

米
軍
の
横
田
碁

地
使
用
の
新
し
い
形
態
に
な
る
か
も
し
れ
な

、。
＞ヽ

．
 

私
た
ち
は
、
一
九
八

0
年
代
か
ら
「
基
地
監

視
」
の
市
民
運
動
を
続
け
て
き
た
(
-
特
に
、
米

韓
合
同
軍
事
演
習
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
実
施
期

は
全
日
の
横
田
で
の
動
き
を
監
視
・
記
録
し
て

き
た
。
そ
し
て
こ
の
数
年
は
、
中
東
で
の
ア
メ

リ
カ
の
動
き
に
、
横
田
基
地
が
ど
の
よ
う
に
連

動
し
て
い
る
か
を
具
体
的
に
知
る
た
め
に
、
通

年
に
わ
た
っ
て
、
横
田
か
ら
の
離
陸
し
た
軍
用

機
の
行
方
の
追
跡
調
査
を
行
っ
て
い
る
゜
国

内
の
マ
ス
コ
ミ
、
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
や
米
軍
機

関
紙
な
ど
の
分
析
、
情
報
公
開
法
に
よ
る
米
空

軍
の
情
報
閲
覧
な
ど
で
得
た
資
料
と
調
査
を
も

と
に
、
横
田
基
地
か
ら
の
軍
用
機
の
移
動
先
の

相
当
部
分
を
解
明
す
る
事
が
出
来
つ
つ
あ
る
。
＂

最
近
ま
と
め
た
、
昨
年
一
九
九
五
年
に
つ
い

て
は
、

C
5、
C
1
4
1、
C
l
3
0
な
ど
の

輸
送
機
、

B
7
4
7
ジ
ャ
ン
ボ
機
な
ど
の
民
間

チ
ャ
ー
タ
ー
機
、
合
計
七
種
類
の
機
種
に
つ
い

て
調
査
し
判
明
し
た
離
陸
回
数
は
三
千
四
百
二

直
空軍基地

●アジア戦略におけ
る輸送の要

遠藤洋一
福生市民連合・福生市議

照
）
。
そ
れ
を
継
続
す
る
た
め
に
、
緑
豊
か
な
土

地
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
を
打
つ
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
の
か
。
米
軍
の
士
気
（
そ
れ
は
人
を

殺
す
気
構
え
だ
）
向
上
の
た
め
に
私
た
ち
の
皿

税
が
注
ぎ
込
ま
れ
る
こ
と
に
同
意
す
る
の
か
（
い

基
地
の
「
ヤ
バ
さ
二
危
な
さ
」
を
暴
露
す
る

こ
と
を
「
主
た
る
業
務
」
と
し
て
い
た
わ
れ
ら

が
運
動
は
、
正
直
言
っ
て
、
上
瀬
谷
基
地
の
遊

休
化
と
と
も
に
「
失
速
」
気
味
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
も
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
け

ど
本
当
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
な
の
だ
（
）
さ
あ
、

も
う
一
度
大
き
く
息
を
吸
っ
て
基
地
返
還
へ
。

．．．．． 
艦

■

●
逼
·

■
■

·
·
·
"
・
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鵬
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■
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
■

鵬
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●
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喜
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「
横
田
基
地
は
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
の
見
出

し
の
記
事
が
、
昨
年
九
月
「
星
条
旗
新
聞
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
C

J
た
し
か
に
横
田
基
地
は
、

基
地
の
外
か
ら
見
て
も
相
変
わ
ら
ず
の
様
々
な

工
事
が
進
ん
で
い
る
基
地
の
正
面
ゲ
ー
—
卜
を

は
じ
め
、
高
層
住
宅
、
倉
庫
、
通
使
局
、
教
会

十
七
回
、
こ
の
中
に
は
数
機
編
隊
で
の
飛
行
も

含
ま
れ
る
の
で
、
離
陸
数
の
実
数
と
は
違
い
が

あ
る
Q
た
と
え
ば
こ
の
年
、
福
生
市
が
基
地
の
南
端

で
騒
音
測
定
し
た
記
録
に
よ
る
と
、
離
着
陸
数

は
約
二
月
七
千
回
と
な
っ
て
い
る
c

ー
こ
こ
か
ら

基
地
所
屈
輸
送
機
の
訓
練
飛
行
、
海
軍
機
に
よ

る
夜
間
の
離
着
陸
訓
練

(
N
L
P
)
な
ど
を
差

し
引
く
と
、
ほ
ぼ
横
田
か
ら
離
陸
し
た
航
空
機

の
行
方
が
見
え
き
た
。
～

分
析
の
結
果
は
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
戦
略
に

お
け
る
、
横
田
基
地
の
「
輸
送
の
要
ー
ハ
プ
空

港
」
の
役
割
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
本
国
へ
の
帰
り
便
と
、
日
本
国
内
の

米
軍
基
地
、
自
衛
隊
基
地
そ
れ
に
秋
田
や
福

岡
、
長
崎
な
ど
の
民
間
空
港
も
含
む
広
範
囲
な

利
用
を
別
に
す
れ
ば
、
行
く
先
は
大
き
く
二
つ

に
分
け
ら
れ
る
。

．
 

ひ
と
つ
は
、
中
東
を
含
む
ア
ジ
ア
全
域
へ
の

定
期
便
も
含
め
た
輸
送
だ
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
湾

岸
へ
の
物
資
補
給
の
中
継
地
と
し
て
重
要
な
イ

ン
ド
洋
の
デ
ィ
エ
ゴ
ガ
ル
シ
ア
、
タ
イ
の
ウ
タ

ハ
オ
や
バ
ン
コ
ッ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
｀
ー
シ
ア
の
ク
ン
タ
ン
、
香
港
な
ど
に
定
期
便

や
、
各
国
と
の
合
同
演
習
時
に
は
空
母
な
ど
へ

の
補
給
と
思
わ
れ
る
大
型
の
輸
送
機
が
飛
ん
で

集
会
所
、
大
規
模
な
倉
店
な
ど
の
施
設
が
新

設
、
改
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
基
地
に
沿
っ
て

走
る
幹
線
道
路
、
国
道
1
6
口
瓦
森
の
す
ぐ
そ
ば

に
地
下
式
の
燃
料
タ
ン
ク
も
二
基
新
設
さ
れ
て

い
る
付
属
の
給
油
設
備
も
ほ
ぽ
完
成
し
、
こ

の
四
月
に
は
米
軍
に
引
芸
海
玄
）
れ
る
と
の
こ
と

だ
が
C

防
衛
施
設
庁
の
発
表
で
は
、
地
下
タ
ン

ク
は
そ
れ
ぞ
れ
、
五
千
リ
ッ
ト
ル
と
一
万
リ
ッ

ト
ル
の
容
最
で
「
基
地
の
通
常
の
業
務
の
た

め
」
と
な
っ
て
い
羞
し
か
し
、
す
で
に
横
田

で
は
五
万
と
十
ガ
リ
ッ
ト
ル
の
大
型
の
燃
料
タ

ン
ク
が
存
在
し
て
お
り
、
他
の
施
設
同
様
「
思

い
や
り
予
算
」
建
設
さ
れ
た
こ
の
燃
料
タ
ン
ク

の
今
後
の
使
用
の
さ
れ
方
に
注
目
し
た
い
，
）

ま
た
、
横
田
基
地
は
、
十
月
一
日
か
ら
約

一
ヶ
月
の
滑
走
路
の
補
修
工
事
を
行
っ
た
]
滑

走
路
を
南
北
に
半
分
ず
つ
閉
鎖
し
、
損
耗
の
激

し
い
滑
走
路
表
面
の
補
修
工
事
だ
3

ほ
と
ん
ど

の
大
型
軍
用
機
は
沖
縄
の
嘉
手
納
な
ど
に
移
行

し、

C
l
3
0
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー
ズ
な
ど
中
型
の

1辺横田鯰からの艇躙の主な飛］戸三／三芯。｀口芦さi

．， 
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「朝日新聞J9.27より

い
る
。ま
た
，
中
距
離
核
戦
力

(
I
N
F
)
全
廃
条

約
に
基
づ
く
、
現
地
査
察
の
た
め
の
派
遣
団
が

モ
ン
ゴ
ル
国
境
の
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
に
向
か
っ
た

り
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
人
道
援
助
の
輸
送
機
が

ウ
ラ
ン
バ
ー1
ト
ル
に
飛
ん
だ
り
し
て
い
る
。
も

ぅ
―
つ
の
行
く
先
は
、
今
回
の
調
査
の
中
で
、
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六

百

十

七

回

と

最

も

多

か

っ

た

韓

国

で

あ

る

。

八

十

年

代

の

チ

ー

ム

ス

ピ

リ

ッ

ト

演

習

時

の

私

た

ち

の

監

視

調

査

で

も

、

あ

ら

ゆ

る

軍

事

物

資

が

ア

メ

リ

カ

本

土

か

ら

大

圏

コ

ー

ス

（

北

西

太

平

洋

、

ア

リ

ュ

ー

シ

ャ

ン

経

由

）

で

横

田

経

由

で

朝

鮮

半

島

に

運

ば

れ

る

こ

と

が

判

明

し

て

い

る

が

、

や

は

り

今

回

の

分

析

で

も

明

確

だ

っ

た

。

ク

ン

サ

ン

（

群

山

）

、

オ

サ

ン

（

烏

山

）

、

ス

ー

ウ

ォ

ン

（

水

原

）

な

ど

の

在

韓

米

軍

の

基

地

と

は

一

日

何

便

も

の

定

期

便

が

結

び

、

大

型

の

軍

用

機

や

民

間

の

チ

ャ

ー

！

タ

ー

機

で

恒

常

的

に

人

員

、

物

資

を

輸

送

し

て

い

る

。

韓

国

へ

の

全

飛

行

の

三

十

ハ

ー

セ

ン

ト

、

ニ

亘

二

十

四

回

と

多

い

の

が

、

横

田

基

地

に

駐

留

し

て

い

る

C
1
3
0中型
輸

送

機

の

使

用

に

よ

る

も

の

だ

。

テ

ジ

ョ

ン

（

大

田

）

、

ピ

ョ

ン

テ

ク

（

平

澤

）

、

キ

ム

ヘ

（

金

海

）

、

ポ

ハ

ン

（

浦

項

）

テ

グ

（

大

邸

）

な

ど

の

韓

国

空

軍

基

地

、

チ

ェ

ジ

ジ

ュ

（

済

州

）

、

キ

ン

ポ

（

金

浦

）

な

ど

、

軍

民

問

わ

ず

韓

国

全

土

の

飛

行

場

に

飛

行

し

て

い

る

。

ア

メ

リ

カ

本

土

か

ら

大

型

の

輸

送

機

で

運

ん

だ

人

員

や

物

資

を

、

横

田

で

積

み

替

え

韓

国

各

地

へ

輸

送

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

横

田

か

ら

の

米

軍

機

が

、

日

本

の

内

外

問

わ

ず

こ

の

よ

う

に

多

く

の

国

々

、

空

港

に

飛

ん

で

い

た

事

実

は

、

さ

ら

な

る

分

析

が

必

要

に

な

っ

て

き

た

c

◆

◆

音

が

確

実

視

さ

れ

る

か

ら

だ

。

鈴

木

市

長

は

当

初

、

「

騒

音

被

害

等

を

考

慮

す

れ

ば

、

受

入

れ

は

拙

速

に

判

断

す

る

べ

き

で

は

な

い

」

と

慎

重

な

ポ

！

ズ

を

示

し

て

い

た

も

の

の

、

結

局

は

「

苦

渋

の

選

択

」

と

か

い

い

な

が

ら

受

入

を

表

明

す

る

に

い

た

っ

た

。

裏

で

は

国

と

の

間

に

何

が

し

か

の

見

返

り

条

件

が

あ

っ

た

と

も

言

わ

れ

、

三

沢

の

い

つ

も

の

「

条

件

闘

争

」

パ

タ

ー

ン

で

収

ま

っ

て

い

る

。

こ

れ

に

対

し

市

内

で

唯

一

の

基

地

関

係

の

住

民

団

体

と

い

え

る

「

三

沢

基

地

進

入

表

面

下

町

内

連

合

会

」

は

騒

音

増

を

理

由

に

反

対

姿

勢

は

示

し

た

も

の

の

、

市

の

基

地

行

政

へ

の

「

圧

力

団

体

」

と

の

当

初

か

ら

の

性

格

か

ら

市

議

会

と

も

ど

も

市

長

の

意

同

の

枠

内

で

の

動

き

に

と

ど

ま

り

、

波

風

程

度

の

波

紋

で

終

わ

っ

た

。

F
4問題
は

騒

音

対

策

に

焦

点

が

移

り

、

基

地

周

辺

の

住

宅

移

転

や

住

宅

防

音

工

事

の

対

象

と

な

る

騒

音

区

域

の

大

幅

な

拡

大

を

ど

う

実

現

す

る

か

が

課

題

に

な

り

そ

う

だ

。

N
L
Pに
関

し

て

は

市

、

議

会

挙

げ

て

の

「

絶

対

反

対

」

に

も

か

か

わ

ら

ず

依

然

と

し

て

断

続

的

に

続

い

て

い

る

C

昨

年

は

一

月

、

四

月

、

八

月

の

三

度

の

実

施

通

告

が

あ

り

、

計

四

日

間

実

施

さ

れ

た

。

硫

黄

島

に

N
L
P施設
が

で

き

て

以

降

は

回

数

、

機

数

、

騒

音

度

と

も

減

少

し

、

こ

こ

二

、

三

年

は

す

で

に

こ

の

通

信

で

も

害

か

れ

て

い

る

と

お

り

、

昨

年

秋

大

掛

か

り

な

日

米

共

同

統

合

実

動

演

習

（

米

軍

呼

称

：

k
gn
S
w
o
r
d
'
9
6
)
が

実

施

さ

れ

た

。

＂

陸

海

空

軍

統

合

で

、

日

本

側

1万
、

米

軍

1
ガ

ニ

千

人

の

参

加

で

、

陸

で

は

北

海

道

（

上

富

良

野

渉

習

場

）

と

九

州

（

日

出

生

台

演

習

揚

、

海

・

空

は

「

日

本

近

海

」

で

実

施

さ

れ

た

。

建

て

前

は

「

日

本

防

衛

」

だ

が

、

実

際

に

は

こ

の

演

習

と

オ

ー

バ

ー

・

ラ

ッ

プ

す

る

形

で

「

仮

想

敵

は

北

朝

鮮

」

朝
鮮
有
事
に
ら
む
青
木
雅
彦
●
反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議

ニ
―
＿
曇
一
●
一
●
一
―
―
―

w._i●
-911-1-

A
C
S
A
締
結
後
の
日
米
共
同
作
戦

叫叫詞譴ぇ亨貨禁贄嘉望彎塁醤品且
なサ運ぃで大で不弾の年特

tl t ：る哀息ょ、息i9 : t 
あ況ま 話も内起夕故にな

つはり も起今きンも起亦

たとに 市きまてクこき花

本

格

的

な

訓

練

と

い

う

よ

り

、

既

得

権

確

保

の

ア

リ

バ

イ

的

訓

練

と

の

見

方

も

う

な

づ

け

る

程

住

民

の

苦

情

も

少

な

く

な

っ

て

い

る

の

も

事

実

‘

、

こ、゚ア
滑

走

路

の

延

長

直

下

に

あ

り

、

飛

行

機

騒

音

で

最

大

の

被

害

を

受

け

て

い

た

太

平

洋

岸

の

四

川

目

（

よ

か

わ

め

）

集

落

は

こ

こ

一

、

二

年

で

――1
0
0戸の
集

団

移

転

が

ほ

ぽ

終

了

し

、

ほ

と

ん

ど

無

人

地

帯

と

な

っ

た

。

静

か

な

生

活

を

望

伊藤裕希
三沢市議

屑 県

●気味が悪いほど平穏
だが…

，， 

の

だ

が

、

「

基

地

と

の

共

存

共

栄

」

を

掲

げ

る

三

沢

市

だ

け

あ

っ

て

、

街

は

「

平

穏

そ

の

も

の

」

で

、

記

者

連

中

も

拍

子

抜

け

す

る

の

が

常

だ

っ

こ

。t
 
治

安

的

に

も

米

軍

人

が

関

わ

っ

た

犯

罪

は

交

靡

故

や

窃

盗

の

類

が

年

に

何

回

か

小

さ

な

記

事

に

な

る

程

度

で

、

凶

悪

な

も

の

は

こ

こ

二

〇

年

は

皆

無

だ

。

最

近

ち

ょ

っ

と

話

題

に

な

っ

た

「

事

件

」

で

は

、

米

軍

人

の

無

免

許

で

の

猟

銃

発

砲

事

件

で

、

市

民

憩

い

の

沼

で

鳥

類

に

発

砲

し

た

と

い

う

も

の

で

、

人

的

被

害

は

幸

い

に

も

な

か

っ

た

。

も

う

―

つ

の

事

件

は

酒

酔

い

運

転

の

米

軍

人

が

深

夜

暴

走

し

て

寿

司

店

に

つ

つ

こ

み

、

店

一

軒

を

営

業

不

能

に

し

た

問

題

で

、

幸

い

こ

れ

も

人

的

被

害

に

は

な

ら

な

か

っ

た

も

の

の

、

そ

の

補

償

を

巡

っ

て

の

ト

ラ

ブ

ル

が

注

目

さ

れ

た

事

件

だ

っ

た

。三

沢

で

最

近

の

話

題

と

言

え

る

の

は

空

自

の

F
1機に
代

わ

る

F
4配
備

で

の

騒

音

問

題

｀

、

こ

。f
 
現

在

配

備

さ

れ

て

い

る

F
l支援
戦

闘

機

約

四
（
〗
機
の
事
故
が
九
六
年
度
末
に
は
F
4
E
J

改

戦

闘

機

に

機

種

更

新

さ

れ

る

計

画

だ

C
乗

員

一

人

、

推

カ

―

ニ

ト

ン

の

F
1に
比

較

し

、

乗

員

二

人

、

推

力

八

ト

ン

の

F
4はよ
り

大

き

な

騒

ん

だ

地

元

住

民

か

ら

の

要

望

が

実

現

し

た

と

も

い

え

る

が

、

基

地

の

矛

盾

を

一

身

に

受

け

た

最

大

の

犠

牲

群

と

も

い

え

る

。

本

米

、

基

地

が

な

け

れ

ば

移

転

の

必

要

も

な

く

、

長

年

住

み

つ

づ

け

た

墳

墓

の

地

を

離

れ

る

こ

と

も

な

か

っ

た

ろ

、？＞
F
1
6や

F
l
i

は

こ

れ

ら

「

消

さ

れ

た

村

」

の

上

を

今

や

誰

は

ば

か

る

こ

と

な

く

飛

び

か

っ

て

い

る

。

◆

◆

米

韓

合

同

演

習

｀

'
F
o
a
l
E

agl
e
'
9
6ふ
9

が

行

わ

れ

て

い

る

。

演

習

日

時

は

次

の

通

り

こ

フ

ォ

ー

ル

イ

ー

グ

ル

十

月

二

十

八

日

、

）

十

一

月

十

三

日

キ

ー

ン

ス

オ

ー

1
ド

十

一

月

四

日

i

十

一

月

十

七

日

横

須

賀

を

母

港

と

す

る

空

母

イ

ン

デ

ペ

ン

デ

ン

ス

は

両

方

の

演

習

に

参

加

し

て

い

る

。

建

て

前

は

ど

う

あ

れ

、

こ

の

二

つ

の

大

演

習

が

無

関

係

と

考

え

る

事

情

通

は

い

な

い

。

事

実

、

「

特

定

の

敵

を

想

定

し

た

も

の

で

な

い

」

と

い

う

自

衛

隊

広

報

の

汗

だ

く

の

弁

明

を

知

っ

て

か

知

ら

ず
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●
あ
な
た
は
「
思
い
や
り
予
算
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

そ
の
言
葉
の
優
し
い
響
き
か
ら
、
震
災
復
興

の
た
め
の
被
災
者
へ
の
生
活
再
建
予
昇
の
事
か

と
思
わ
れ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
実
際
は

全
く
違
う
の
で
す
。
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
実
際

は
、
日
本
に
あ
る
米
軍
基
地
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
る
予
算
の
事
な
ん
で
す
。
日
本
だ
け
で

日
本
を
守
る
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
守
っ

て
も
ら
っ
た
は
う
が
心
強
い
・
・
・
を
口
実
に
、

憲
法
違
反
の
日
米
安
保
条
約
の
も
と
沖
縄
を
は

じ
め
、
日
本
各
地
に
米
軍
基
地
を
置
き
、
私
た

ち
の
血
税
を
使
い
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
軍
を
い
た

訴
訟
の
よ
び
か
け

れ
り
つ
く
せ
り
、
居
心
地
良
く
駐
留
さ
せ
て
い

る
の
で
す
。

安
保
条
約
に
基
づ
く
地
位
協
定
二
四
条
に

は
、
「
H
本
国
の
合
衆
国
軍
隊
を
維
持
す
る
こ

と
に
伴
う
す
べ
て
の
経
費
は
、
こ
の
規
定
す
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
日
本
国
が
負
坦
す
べ
き
も
の

を
除
く
ほ
か
、
こ
の
協
定
の
存
続
期
間
中
、
日

本
国
に
負
担
を
か
け
な
い
で
合
衆
国
が
負
担
す

る
こ
と
が
合
意
さ
れ
る
。
」
と
、
明
記
さ
れ
て
い

る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
に
さ
え
違
反
し
て
、
「
思

い
や
り
予
算
」
は
一
九
七
八
年
か
ら
十
八
年
間

に
四
四
倍
に
も
増
額
し
な
が
ら
支
出
さ
れ
読
け

て
い
ま
す
。
九
六
年
度
で
、
米
軍
基
地
関
係
費

約
六
四

0
0億
円
、
そ
の
内
「
思
い
や
り
予
算
」

約
二
八

0
0偉
円
。
J
こ
の
予
算
を
米
軍
一
人
あ

た
り
に
換
算
す
る
と
、
一
四
四
二
万
円
（
九
五

年
度
）
、
同
盟
国
の
中
で
も
ダ
ン
ト
ツ
で
す
。

●
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
の
―
つ
が
一
米
軍
基

地
費
・
思
い
や
り
予
算
」
を
納
税
者
の
立
場
か

ら
追
及
す
る
こ
と
で
す

九
五
年
九
月
四
日
、
沖
縄
で
は
、
三
人
の
ア

メ
リ
カ
海
兵
隊
か
ら
強
姦
さ
れ
た
一
人
の
少
女

の
勇
気
あ
る
告
発
を
き
っ
か
け
に
、
島
ぐ
る
み

で
「
基
地
は
い
ら
な
い
」
と
立
ち
上
が
り
ま
し

こ。
キ
ー

日
本
政
府
は
、
本
上
の

0
・
六
％
の
沖
縄
に

米
軍
基
地
の
七
五
％
を
押
し
つ
け
て
き
ま
し

た
。
J
復
帰
後
で
も
米
兵
の
犯
罪
も
四

0
0
0
)件
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こ
の
種
の
共
同
統
合
実
働
演
習
は
、
八
六
年

か
ら
始
ま
り
、
今
回
は

4
回
目
、
前
回
九
四
年

に
実
施
さ
れ
（
日
米
双
方
一
万
三
千
人
参
加
）

た
と
き
よ
り
も
若
干
人
数
は
減
少
し
た
が
大
き

な
注
目
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
昨
年
四
月

の
日
米
共
同
宣
言
で
の
「
安
保
再
定
義
」
の
目

玉
と
し
て
合
意
し
た

A
C
S
A
（
ア
ク
サ
、
日

米
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定
）
が
こ
の
演
習
で

初
め
て
適
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
(

3

A
C
S
Aは
名
称
こ
そ
「
相
互
提
供
」
だ
が
、

今
年
の
秋
に
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
日
米
防

衛
協
力
指
針
）
」
の
改
訂
版
が
ま
と
ま
る
。
そ
の

中
に
は
こ
の
A
C
S
A
の
実
績
が
盛
り
込
ま
れ

る
。
国
民
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
既
成
事
実
づ

く
り
を
し
て
、
そ
の
後
そ
れ
が
国
民
を
拘
束
す

る
協
定
へ
と
進
化
す
る
と
い
う
「
な
し
崩
し
」

手
法
が
今
回
も
用
い
ら
れ
た
。

も
し
米
軍
が
今
回
の
演
習
で
訓
練
さ
れ
た
よ

実
際
に
は
自
衛
隊
が
米
軍
に
対
し
て
「
物
品
と

役
務
」
を
提
供
す
る
こ
と
を
制
度
化
し
た
も
の

だ
。
実
は
こ
れ
ま
で
も
米
軍
の
燃
料
提
供
や
米

兵
の
輸
送
は
、
い
わ
ば
「
抜
け
道
」
を
使
っ
て

実
施
さ
れ
て
は
い
た
が
、
公
然
と
正
式
に
行
え

る
よ
う
な
っ
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
と
の
決
定
的

な
違
い
だ
C

具
体
的
に
提
供
さ
れ
る
の
は
別
枠

の
よ
う
な
も
の
で
、
さ
す
が
に
弾
薬
は
除
外
さ

れ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
こ
の
協
定
は
平
時
の
場
合
の
み

適
用
さ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
協
定

の
全
文
を
読
む
限
り
ど
こ
に
も
そ
の
様
な
限
定

は
明
記
は
さ
れ
て
い
な
い
。
演
習
な
ら
構
わ
な

い
が
「
本
番
」
で
は
こ
れ
ら
の
兵
姑
支
援
が
禁

じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
滑
稽
な
話
し
で
、

も
ち
ろ
ん
憲
法
解
釈
の
辻
棲
合
せ
の
方
便
に
す

ぎ
な
い
。

今
回
の
「
キ
ー
ン
ス
オ
ー
ド
」
で
実
施
さ
れ

た
A
C
S
Aは
、
報
道
で
知
り
得
る
限
り
次
の

ょ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
自
衛
隊
側
か

ら
米
軍
へ
の
の
「
サ
ー
ビ
ス
」
。

'
艦
船
、
航
空
機
へ
の
燃
料
提
供
。
・
米

陸
軍
車
両
へ
の
給
油
）
・
空
港
か
ら
演
習

場
へ
の
米
兵
の
輸
送
e

．
陸
自
の
医
療
用

ス
タ
ッ
フ
の
提
供
C

・
医
療
用
、
映
画
上
映

用
の
天
幕
の
提
供
。

う
な
大
規
模
な
戦
争
を
日
本
周
辺
で
行
う
と
す

る
と
、
自
衛
隊
だ
け
の
「
役
務
」
提
供
で
お
さ

ま
ら
な
い
。

A
C
S
A
に
よ
り
政
府
機
関
で
あ

る
自
衛
隊
が
米
軍
に
協
力
す
る
の
が
義
務
と
さ

れ
た
後
は
、
当
然
日
本
の
民
間
人
に
同
様
の

「
義
務
」
が
押
し
つ
け
ら
れ
る
。

A
C
S
A
が

論
議
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
安
‘
い
）

て
い
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
◆
◆

85 

1997.1.20 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
一
方
的
な
「
思
い
や

り
」
奉
仕
で
は
な
く
、
適
当
な
代
価
が
支
払
わ

れ
る
か
現
物
返
済
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
経
済

的
に
損
失
を
被
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
問
題

は
、
今
回
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
仮
想
敵
を
定

め
た
軍
事
演
習
に
、
自
衛
隊
が
協
定
に
よ
り
正

式
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

A
C

S
A
は
自
衛
隊
の
米
軍
へ
の
協
力
を
制
度
化
し

て
、
い
ざ
「
有
事
」
の
際
に
参
加
を
断
り
き
れ

な
い
立
場
に
追
い
込
ん
だ
。

月刊キャッチピース
月刊キャッチピース No.49 

A
C
S
A
ー
米
軍
へ
の
協
力
を
義
務
化

か
、
「
キ
ー
ン
ス
オ
ー
ド
」
に
参
加
し
た
三
沢

の
米
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
少
佐
）
は
「
仮
想
敵
は

北
朝
鮮
」
と
あ
け
す
け
に
語
っ
た
（
米
軍
S
t
a
r
s

た
S
t
ri
p

e

s
紙
十
一
月
七
日
）
n

当
然
演
習
の
メ
イ
ン
は
、
国
民
か
ら
は
全
く

見
え
な
い
海
と
空
の
演
習
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
の

一
部
同
乗
取
材
以
外
は
、
報
道
か
ら
は
実
態
を

知
り
得
な
い
。
陸
に
つ
い
て
は
軍
事
的
な
必
然

性
は
薄
い
が
、
海
兵
隊
の
演
習
移
転
候
補
地
に

あ
げ
ら
れ
て
い
て
地
だ
の
反
対
の
強
い
大
分
の

日
出
生
台
演
習
場
を
あ
え
て
使
い
、
演
習
後
米

兵
の
「
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
」
を
し
て
地
元
へ
の

「
浸
透
」
を
謀
る
な
ど
政
治
的
に
活
用
し
た
。

A
C
S
A
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
ヘ

1997.1.20 

................................ 

~
日
米
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定
（
抜
粋
）
~

~
一
九
九
六
年
四
月
一
五
日
締
結
・

~
第
一
条

(
1
)こ
の
協
定
に
お
い
て
、
「
後
方
支
~

J
援
、
物
品
ま
た
は
役
務
」
と
は
、
後
方
支
援
に
お
~

~
い
て
提
供
さ
れ
る
物
品
ま
た
は
役
務
を
い
う
。
~

；
第
二
条(
1
)略
（
2

）
こ
の
協
定
に
基
づ
い
~

~
て
提
供
さ
れ
る
後
方
支
援
、
物
品
ま
た
は
役
務
~

下
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
係
る
も
の
と
す
る
。
~

~
食
料
、
水
、
宿
泊
、
輪
送
（
空
輪
を
合
む
）
、
燃
~

~
料
・
油
脂
・
潤
滑
油
、
被
服
、
通
信
、
衛
生
業
務
、
~

~
基
地
支
援
、
保
管
、
施
設
の
利
用
、
訓
練
業
務
、
~

~
部
品
・
構
成
品
、
修
理
・
整
傭
、
空
港
・
港
湾
~

'
業
務
（
3

)

（2
）
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
彊
薬
・

~
の
提
供
が
含
ま
れ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
~

0ヽ

・
し................................ 
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昨
九
六
年
の
日
本
へ
の
原
潜
寄
港
は
四
九

回
。
港
別
で
は
、
横
須
賀
二
六
回
、
佐
世
保
七

回
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
（
沖
縄
）
十
三
回
で

あ
っ
た
c

｛
総
数
で
は
九
四
年
の
五
五
回
に
次
ぐ

高
水
準
で
あ
る
(
]
原
潜
以
外
に
も
、
空
母
カ
ー

ル
ビ
ン
ソ
ン
な
ど
三
隻
の
原
子
力
水
上
艦
が
横

須
賀
に
人
港
し
て
い
る
（
）

日
本
に
寄
港
を
繰
り
返
す
原
潜
の
任
務
が
、

昨
年
の
こ
の
記
事
で
述
べ
た
よ
う
に
変
化
し
つ

つ
あ
る
こ
と
は
多
く
の
人
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
九
六
年
に
は
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
原
潜

の
入
港
が
あ
っ
た
。
十
一
月
十
一
日
横
須
賀
に

深
海
か
ら
沿
海
へ

任
務
を
変
更
し
た
戦
略
原
潜

入
港
（
同
十
七
日
に
出
港
）
し
た
原
潜
カ
メ
ハ

メ
ハ
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
艦
は
、
ラ
フ
ァ
イ

エ
ッ
ト
級
戦
略
ミ
サ
イ
ル
原
潜
の
八
番
艦
と
し

て
開
発
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
ポ
セ
イ
ド
ン
ミ
サ
イ

ル
十
六
基
を
搭
載
し
て
深
海
を
「
パ
ト
ロ
ー

ル
」
し
て
い
た
C

と
こ
ろ
が
米
ソ
軍
縮
協
定
の
締
結
も
あ
っ

て
、
九
二
米
会
計
年
度
（
九
一
年
一
〇
月
）
か

ら
は
核
ミ
サ
イ
ル
を
下
ろ
し
、
戦
略
任
務
か
ら

は
ず
れ
改
修
工
事
に
入
っ
て
い
た
。

こ
の
艦
が
再
び
話
題
を
集
め
た
の
は
九
五
年

の
米
四
軍
統
合
演
習
「
タ
ン
デ
ム
・
ス
ラ
ス
ト
」

に
海
軍
特
殊
部
隊
「
ネ
イ
ビ
；
i
シ
ー
ル
ズ
」
の

母
艦
と
し
て
復
帰
し
た
時
で
あ
る
。

深
海
に
二
l
-
―
一
ヶ
月
潜
み
つ
づ
け
る
こ
と
を

篠
崎
正
人

市
民
ヽ
オ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
ぼ

96年
原潜の
動き

を
越
え
、
牲
犯
罪
、
性
暴
力
、
は
絶
え
間
な
く

繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
地
の
中
に
沖
縄
が

あ
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
沖
縄
で
は
今
も
戦

争
か
続
い
て
い
る
の
で
す
(

V

基
地
あ
る
が
故
の
苦
難
を
押
し
つ
け
続
け
て

い
る
の
は
、
米
軍
基
地
費
や
思
い
や
り
予
算
ヘ

の
支
出
を
黙
っ
て
見
過
ご
し
て
い
る
納
税
者
で

あ
る
私
た
ち
自
身
で
も
あ
り
ま
す
。

基
地
の
整
理
、
縮
小
、
撤
去
は
沖
縄
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
傍
観
者
で

は
な
く
、
納
税
を
通
し
て
、
基
地
周
辺
の
人
々

へ
の
人
権
侵
害
に
加
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
刻
も
早
く
抜
け
出
し
、
武
力
に
頼
ら
な
い
平

和
な
世
の
中
を
強
く
求
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
（
）
あ
な
た
も
一
緒
に
声
を
上
げ
ま
せ
ん

ヵ●
日
米
安
保
条
約
・
米
軍
基
地
は
憲
法
違
反
！

そ
ん
な
税
金
は
払
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん

米
軍
碁
地
の
存
在
根
拠
で
あ
る
日
米
安
保
条

約
は
そ
も
そ
も
憲
法
九
条
の
「
戦
争
と
武
力
の

行
使
を
放
乗
す
る
：
」
に
違
反
し
て
い
ま
す
。

も
し
仮
に
「
自
衛
権
一
は
否
定
で
き
な
い
、
と

し
て
も
、
そ
の
行
使
の
た
め
に
戦
力
を
保
持
す

る
こ
と
は
堅
く
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

P

米
軍
の
駐
留
も
結
局
の
と
こ
ろ
、
日
本
が
戦

力
を
保
持
す
る
の
と
な
ん
ら
変
わ
り
は
な
い
の

で
す
。
こ
れ
は
「
政
府
の
行
為
劫
に
よ
っ
て
再

九
六
年
に
寄
港
し
た
原
潜
の
動
き
で
、
佐
世

米
原
潜
、
思
い
や
り
予
算
の
傘
下
に

誰
で
も
原
告
に
な
れ
ま
す

(
-
)
誰
で
も
な
れ
る
原
告
一
九
九
四
年

と
一
九
九
五
年
度
分
の
納
税
証
明
書
（
区
投
所

等
で
発
行
し
て
く
れ
ま
す
）
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
源
泉
徴
収
票
、
両
方
と
も
取
れ
な
い
人
は
消

費
税
分
を
明
記
し
た
自
分
名
の
領
収
証
、
い
ず

れ
か
を
当
会
発
行
の
委
任
状
に
添
え
て
送
っ
て

下
さ
い
。
（
注
）
一
九
九
六
年
度
分
は
ま
だ
発

行
し
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、
後
日
連
絡
し
て
か

ら
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
二
）
も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
し
て
み
よ
う
と

思
っ
人
二
月
の
確
定
申
告
の
時
に
米
軍
基
地

関
係
費
及
び
思
い
や
り
予
算
分
の
還
付
請
求
を

す
る
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
以
外
の
人
は
そ
の
分
の

不
払
い
、
ま
た
は
保
留
を
す
る
。
（
や
り
方
は
簡

単
で
す
、
や
っ
て
み
よ
う
か
な
…
と
思
わ
れ
る

方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
、
手
引
き
を

送
り
ま
す
）

び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
を
決
意
し

．．． 
」
と
あ
る
憲
法
前

文
の
精
神
に
も
反
し
て
い
ま
す
。
今
や
米
軍

基
地
の
存
在
が
周
辺
の
住
民
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、
私
た
ち
の
「
平
和
的
生
存
権
」
を
脅
か
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

●
こ
ん
な
訴
訟
を
起
こ
し
ま
す
・
一
緒
に
声
を

上
げ
ま
せ
ん
か
！

思
い
や
り
予
算
ー

在
日
米
軍
駐
留
費
返
還
請
求
訴
訟

日
本
政
府
は
、
九
四
年
四
月
一
日
か
ら
九
七

年
三
月
三
一
臼
ま
で
の
三
年
度
だ
け
と
り
あ
げ

て
も
、
合
計
約
一
兆
円
の
米
軍
基
地
費
用
を
支

出
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
有
無
を
言
わ
さ

ず
、
こ
の
お
金
を
分
担
さ
せ
ら
れ
て
き
た
訳
で

す。
し
か
し
、
米
軍
基
地
関
係
費
支
出
の
基
に

な
っ
て
い
る
、
日
米
安
保
条
約
は
、
平
和
憲
法

に
違
反
し
て
い
ま
す
。
違
憲
の
条
約
に
基
づ
い

て
支
出
さ
れ
た
米
軍
基
地
関
係
費
を
私
た
ち
納

税
者
に
負
担
を
強
制
す
る
こ
と
も
違
憲
で
す
C

私
た
ち
は
、
違
憲
に
使
わ
れ
た
私
た
ち
の
税
金
そ
れ
で
は
、
ま
ず
（
一
）
の
手
読
き
に
会
費

を
取
り
戻
す
権
利
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
一
こ

0
0
0円
（
今
後
一
年
間
の
郵
送
料
も
含

そ
こ
で
、
憲
法
の
番
人
で
あ
る
裁
判
所
を
信
む
）
を
添
え
て
原
告
に
な
っ
て
下
さ
い
。
原
告

頼
し
て
、
と
り
あ
え
ず
過
去
三
年
度
分
の
各
人
に
は
な
れ
な
い
が
趣
旨
に
は
賛
同
し
て
下
さ
る

納
税
額
の
内
、
米
軍
関
係
費
分
の
返
還
を
裁
判
方
、
ぜ
ひ
裁
判
維
持
の
た
め
の
カ
ン
パ
を
お
寄

所
が
政
府
に
命
ず
る
よ
う
訴
訟
を
起
こ
し
ま
せ
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先
●
松
井
義
子
T
E
L
/
F
A
X
0
6
,
8
7
8
,
7
5
3
4

除
翠
珍
T
E
L
/
F
A
X
0
6

、5
6
2
,
6
9
0
6

目
的
に
建
造
さ
れ
た
原
潜
が
、
海
岸
近
く
に
接

近
す
る
作
成
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
下
ろ
し
た
の
で
ス
ペ
ー

ス
に
余
裕
が
で
き
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
も
、

音
窟
パ
で
あ
っ
た
。

核
軍
縮
の
進
展
の
結
果
、
今
や
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
搭
載
し
て
深
海
を
「
パ
ト
ロ
ー
ル
」
す
る

軍
事
的
重
要
度
は
急
速
に
失
わ
れ
て
い
る
。
核

弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
「
報
復
」
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
な
「
危
機
」
は
も
う
想
定
さ
れ
得
ず
、

多
少
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
と
し
て
も
「
地
域

紛
争
」
に
二
(

)

0

キ
ロ
ト
ン
も
の
核
爆
弾
を
た

た
き
こ
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
作
家
ト
ム
・
ク

ラ
ン
シ
ー
が
「
デ
ッ
ド
・
オ
プ
・
オ
ナ
ー
」
（
放

題
「
日
米
開
戦
」
）
の
な
か
で
予
想
し
て
い
る
よ

う
に
、
も
は
や
戦
略
原
潜
の
任
務
に
明
る
い
未

来
は
考
え
ら
れ
な
い
。
核
ミ
サ
イ
ル
も
反
核
運

動
の
広
が
り
の
前
に
「
力
の
象
徴
」
か
ら
「
テ

ロ
・
盗
難
の
対
象
」
へ
追
い
つ
め
ら
れ
つ
つ
あ

る。
で
、
戦
略
原
潜
だ
っ
た
カ
メ
ハ
メ
ハ
が
核
ミ

サ
イ
ル
を
運
ぶ
代
わ
り
に
ネ
イ
ビ
ー
シ
ー
ル
ズ

の
ア
ッ
シ
ー
君
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

す。
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犀予方瓢
入誓帽麿

．．．．．．．．．． 
淵ぼ日数の比較

横須賀

{89) 

1996.12.6~1996.1.15 
s＝原子力浩水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原消）ロサンゼルス級

立：：：碩．．．

◆ 12/9 

♦ 1 2/13 

◇ 12/14 

♦ 12/18 

◇ 12/19 

◇ 12/21 

□3日以上
□l~3日
・1日未溝

佐世保

13:49 

16:09 

14:58 

13:59 

11:57 

13:03 

なし

原潜タニー (S)入港。

原潜ヒューストン（L)人港。

原潜ヒューストン (L)出港。

原潜ヒューストン（L)入港。

原潜ヒューストン（L)出港。

原潜タニー (L)出港。

横須賀累計（うち原潜） ：29(26) 

佐世保累計（うち原潜） ：7(7) 

事7イトヒ・ーチ（沖縄・勝淳町） なし

的外ピーチ累計（うち原潜） ：16(16) 

●1996.1．！から12.31までの各地の原子力
艦入港数： （ ）内は原潜

横須賀 29(26) 

佐世保 7 (7) 

本ワイトビーチ 16(16) 

合計 52(49) 

旱：ー：・：
横須賀ー ・・・ーなし

佐世保

♦ 1/13 14:16 原潜タニー (S)入港。

佐世保累計（うち原潜） ： 1（1 

朽イトビ—f （沖縄・舅這町） なし

●1997.1.1から1.15までの各地の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

横須賀 0 (0) 

佐世保 1 (1) 

約イトピーチ 0 (0) 

• 

• 

ホワイト
ビーチ

佐世保

゜
5
 
10 15 20 

寄港回数
25 30 

保
及
び
沖
縄
（
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ーI
チ
）
に
寄
港
し

た
原
潜
の
目
的
あ
る
い
は
行
動
マ

X
疋
に
つ
い
て

は
、
監
視
情
報
が
増
え
た
お
か
げ
で
ず
い
ぶ
ん

見
え
て
き
始
め
た
）

例
え
ば
、
一
月
十
九
日
に
佐
世
保
を
出
港
し

あ
ブ
レ
マ
ー
ト
ン
は
、
一
月
十
八
日
に
ホ
ワ
イ

ト
ビ
ー
チ
を
出
港
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス

と
と
も
に
日
米
対
潜
・
対
空
・
艦
豚
防
御
訓
練

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
訓

練
に
海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦
を
含
め
、
洋
上
戦

闘
艦
や
航
空
機
が
参
加
し
て
い
る
゜
同
様
に
、

キ
ャ
バ
ラ
と
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
（
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
，

チ
寄
港
）

11
コ
ブ
ラ
ゴ
ー
ル
ド
（
米
・
タ
イ
合

同
）
、
ピ
ン
タ
ド
（
佐
世
保
寄
港
11
バ
リ
ア
ン

ト
・
ア
シ
ャ
ー
（
米
韓
合
同
）
、
ビ
ュ
ー
ス
ト
ン

と
ト
ピ
ー
カ
（
ホ
ワ
イ
ト
ピ
ー
チ
寄
港
）

11

フ
ォ
ー
ル
イ
ー
グ
ル
（
米
韓
合
同
）
な
ど
演
習

へ
の
参
加
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
佐
世
保
に
十
五
日
間
滞
在
し
た
ラ
ホ

ヤ
の
よ
う
に
、
「
航
海
装
置
（
I
N
S
I
I慣
性
航

法
装
置
？
）
が
故
障
し
、
修
理
の
た
め
」
と
認

め
る
原
潜
も
現
れ
た
。

私
た
ち
の
調
査
能
力
が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
原
潜
の
運
用
が
以
前
の
よ
う
に
は
秘
密

で
な
く
な
っ
た
た
め
の
よ
う
だ
。

沖
縄
や
佐
世
保
に
比
べ
、
横
須
賀
へ
の
原
潜

寄
港
の
目
的
は
ま
だ
な
か
な
か
掴
め
な
い
；
そ

。
4
 

れ
は
ひ
と
つ
に
は
横
須
賀
に
寄
港
す
る
原
潜

が
「
休
養
・
補
給
」
（
修
理
を
含
む
）
を
目
的

と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
｀

従
米
で
あ
れ
ば
、
日
本
近
海
に
展
開
す
る

原
潜
は
グ
ア
ム
の
海
軍
基
地
に
拠
点
を
置
き
、

休
養
や
補
給
、
修
理
を
行
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

る
い
は
修
理
の
た
め
の
寄
港
へ
と
変
化
し
、
横

須
賀
や
佐
世
保
の
よ
う
に
係
留
支
援
設
偏
が

整
っ
た
港
で
の
長
期
間
停
泊
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
c

米
海
軍
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る
基
地
整

備
計
画
の
内
、
佐
世
保
基
地
関
係
で
は
艦
船
へ

の
支
援
設
備
と
兵
士
の
福
祉
保
養
設
備
の
充
実

が
目
立
つ
こ
の
数
年
だ
け
で
も
艦
船
へ
の
支

援
設
備
で
は
高
電
圧
供
給
施
設
や
汚
水
処
理
施

設
兵
士
へ
の
福
祉
保
養
施
設
で
は
デ
ィ
ス
コ

や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
建
設
が
あ
い
つ
い
だ
2

い
ず
れ
も
「
思
い
や
り
予
算
」
に
よ
る
日
本
国

60 

50 

回
数

30

I 

原子力潜水艦
入港回数の変化
(1972-1996) 
●合計
0横須賀

◊佐世保
ロ沖罷ボりイトししf

I 
,_ --I――――----

・ロ・
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i 
］ 

t - ---l――- -

— 9—- - - -

一

--1---------
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合 計 l (1) 

0

0

 

2

1

 

と
こ
ろ
が
、
グ
ア
ム
の
海
軍
基
地
や
補
給
セ
ン

タ
，
i
の
縮
小
、
艦
船
修
理
所
の
事
実
上
の
閉
鎖

な
ど
が
あ
い
つ
い
だ
結
果
、
も
は
や
原
潜
の
運

用
を
支
え
る
機
能
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
に
寄
港
す
る
原
潜
の

目
的
が
、
「
作
戦
上
の
都
合
」
だ
け
で
な
く
長
期

航
海
後
の
休
養
や
、
消
耗
部
品
の
補
給
交
換
あ

民
の
負
担
で
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
っ

も
は
や
、
西
太
平
洋
で
の
原
潜
の
運
用
は
日

本
政
府
の
「
思
い
や
り
予
算
」
抜
き
に
は
不
可

能
な
状
況
と
言
え
る
。
米
原
潜
は
「
思
い
や
り

予
算
．
一
の
傘
下
に
組
み
込
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う

ヵ
「
思
い
や
り
予
算
」
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
の
政
治
・
軍
事
状
況
に
合
わ
せ
た
兵
力
の
運

用
や
作
戦
艦
船
隻
数
の
見
直
し
と
い
う
軍
事
的

整
合
性
を
も
失
わ
せ
つ
つ
あ
る
。
◆
◆ 。 三三I
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． ． 
●おばばがひっくり返り、猫まで入院などと•

ヒョータンツギの神に見捨てられたような事：

態が続いたこともあり、沖縄へは不参加。僕：

ごときが参加したって別にどうということも•
■ 

ないのだが、本当の意味での「出会い」の場•

に居合わせられないのが残念であるわぃ ： 

（ま） • 
■ 

●昨年末私は市内のマンションの一室で開か•

れたささやかなクリスマスパーティーに出席：

した。私が持参した小さなツリーを囲んだの ■

-・ は、夫（日本人）の暴力から逃れてきた二人•

のフィリピン女性と四人の子供たち。来日八：

年目のAさんが［こんなパーティーは日本に・

来て初めて。すごく楽しい」とこぽれそうな：

笑顔を見せた・，．．。 （や） ： 

●去年 11月、沖縄へ行ゥた。車で連れ去ら・

れ、行方不明になっていた女子中学生の、消：

息をたずねるホスターをあちこちで見たc そ・• の女子中学生は先頃、遺体で見つかった。殺・
鵬

しな男たちはヤマトの人間だった。女性に暴 ■

力をふるうという点でヤマトの男も、男の米•． 
兵も同じ種類の人間だと、沖縄の人たちは考・． 
えているだろうか、ヤマトの人間であること、 ■

米兵であることの共通点と、男性であること•． 
の共通点と、この二つの共通点をどのように・

とりたて、この事件をどのような立場から考：

えていくのか、その答えを私なりに沖縄の全•． 
けられたらいいなと思っている。 ■

（リボンの騎士） ： ． 
• 

会計報告
(96.12.8~97.1.16) 

［収入］
0前月からの繰越し

.'.J今月の収入

会費収入

（内訳） 維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入

運動収入

127,391 

541,000 

448,000 

゜126,000 
12,000 

25,000 

285,000 

93,000 

゜゚
゜［支出］

●今月の支出

事務所代 (1月分） 40,000 

水道光熱費 6,156 

電話FAX費（7月分） 7,189 

郵送費 26,840 

文具・備品 。
印刷・コピー代 0 

郵便振替等手数料 6,690 

雑費 3,900 

●次月への繰越し 577,616 

＊行動費は行動プロジェクト毎の独立採算となってい

るため、それにあてはまらない収支のみがこの禰に計

上されます。

90,775 
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「

少
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く

て

す

み

ま

せ

ん

」

と

書

か

れ

た

千

円

の

カ

ン

パ

に

も

、

一

万

円

の

カ

ン

パ

に

も

、

会

費

三

千

円

、

カ

ン

パ

ニ

千

円

、

合

計

五

千

円

と

書

か

れ

た

振

替

用

紙

に

も

同

じ

よ

う

に

感

激

で

胸

を

イ

ッ

パ
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に

し

て

い
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す

。

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

夢

が

実

現

す

る

日

ま

で

、

今

年

も

み

ん

な

で

力

を

合

わ

せ

が

ん

ば

り

ま

し

ょ

う

。

（

や

）

.
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